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す
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一
二
二
二
）

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
拙
稿
「
戸
水
寛
人
の
民
法
学
―
土
地
利
用
権
に
関
す
る
研
究
に
焦
点
を
当
て
て
―（

1
）」

の
続
編
で
あ
る
。
前
稿
で
、
筆
者
は
「
本

稿
で
は
、彼
の
民
法
学
の
一
端
を
紹
介
し
た
に
過
ぎ
ず
、さ
ら
な
る
検
討
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し
た
い（

2
）。」

と
述
べ
た
が
、そ
れ
を
受
け
て
、

今
回
は
特
に
債
権
法
に
関
す
る
論
稿
を
紹
介
し
、
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
稿
で
は
、『
過
失
論
』『
物
権
ト
債
権
』『
手

附
』「
制
限
超
過
利
息
に
関
す
る
法
学
協
会
の
討
論
」
を
取
り
上
げ
る
。

一　
『
過
失
論
』
に
つ
い
て

　

戸
水
寛
人
は
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
年
）
に
、『
過
失
論
』
を
公
刊
し
て
い
る（

3
）。

戸
水
は
、
既
に
、
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
年
）、
法

学
協
会
雑
誌
一
四
号
、
一
六
号
、
一
八
号
に
「
過
失
及
ヒ
不
注
意
ヲ
論
ズ
」
と
い
う
論
文
を
発
表
し
て
い
た
が
、『
過
失
論
』
は
そ
れ
を
訂

正
増
補
し
た
も
の
で
あ
る（

4
）。

　

本
書
は
、
ロ
ー
マ
法
、
フ
ラ
ン
ス
古
法
、
フ
ラ
ン
ス
現
行
民
法
、
ス
イ
ス
債
務
法
、
ド
イ
ツ
法
、
ド
イ
ツ
新
民
法
、
英
米
法
に
お
け
る
過

失
を
検
討
し
た
後
、
日
本
民
法
に
お
け
る
過
失
を
検
討
す
る
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
本
書
の
叙
述
内
容
を
、
以
下
に
お
い

て
紹
介
し
よ
う
。

　

ま
ず
、
彼
は
ロ
ー
マ
法
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る（

5
）。

　

ロ
ー
マ
に
お
い
て
は
、culpa

（
過
失
）
に
関
す
る
規
範
は
次
第
に
発
展
し
て
き
た
。
そ
の
最
も
発
展
し
た
時
代
の
規
範
を
説
明
し
よ
う
。

culpa

（
過
失
）
はculpa lata

（
重
過
失
）
とculpa levis

（
軽
過
失
）
に
分
か
れ
る
。
い
か
な
る
場
合
に
軽
過
失
の
責
任
を
負
い
、
い
か
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な
る
場
合
に
重
過
失
の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
原
則
を
述
べ
る
の
は
難
し
い
。
と
い
う
の
は
、
原
則
を
掲
げ

た
と
し
て
も
多
く
の
例
外
を
伴
う
か
ら
で
あ
る
。
多
数
説
に
よ
れ
ば
、
他
人
の
た
め
に
物
件
を
保
管
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
れ
が
債
権
者

一
方
の
利
益
を
図
っ
た
も
の
な
の
か
、債
務
者
す
な
わ
ち
保
管
者
も
ま
た
利
益
を
得
る
の
か
ど
う
か
を
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
、

債
権
者
一
方
の
利
益
の
た
め
に
物
件
を
保
管
す
る
と
き
は
、債
務
者
は
た
だculpa lata

（
重
過
失
）
の
責
任
を
負
う
の
み
で
あ
る
。
例
え
ば
、

depositum

（
寄
託
）
の
場
合
に
お
い
て
は
、
受
寄
者
は
た
だculpa lata

（
重
過
失
）
の
責
任
を
負
う
の
み
で
あ
る
。
但
し
、
こ
れ
に
は
例

外
が
あ
り
、債
務
者
自
身
よ
り
申
し
込
ん
で
進
ん
で
受
寄
者
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、culpa levis

（
軽
過
失
）
の
責
任
を
負
う
。
ま
た
、

m
andatum

（
委
任
）
は
債
権
者
一
方
の
利
益
の
た
め
に
結
ぶ
契
約
だ
が
受
任
者
はculpa levis

（
軽
過
失
）
の
責
任
を
負
う
。
ま
た
、

negotiorum
 gestor

（
事
務
管
理
者
）
は
、
や
む
を
え
ず
他
人
の
事
務
を
管
理
す
る
と
き
はculpa lata

（
重
過
失
）
の
責
任
を
負
う
が
、

そ
う
で
な
い
場
合
に
はculpa levis
（
軽
過
失
）
の
責
任
を
負
う
。

　

ま
た
、
一
般
に
、
債
務
者
に
お
い
て
も
利
益
を
得
る
場
合
に
は
、
債
務
者
はculpa levis

（
軽
過
失
）
の
責
任
を
負
う
。
例
え
ば
、

com
m

odatum

（
使
用
貸
借
）、em
ptio-venditio
（
売
買
）、locatio-conductio

（
賃
貸
借
）
の
場
合
に
は
、
債
務
者
はculpa levis

（
軽

過
失
）
の
責
任
を
負
う
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
は
、
軽
過
失
の
標
準
は
抽
象
的
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
個
人
が
平
常
自
己
の
物
件
に

対
し
て
加
え
る
注
意
で
は
な
く
、
万
人
の
注
意
の
程
度
を
も
っ
て
標
準
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
をbonus paterfam

ilias

（
良
家
父
）
の

注
意
と
い
う
。
ロ
ー
マ
に
お
い
て
は
、
一
般
に
、culpa levis
（
軽
過
失
）
の
標
準
は
抽
象
的
で
あ
り
、
世
間
一
般
の
善
良
な
家
父
の
注
意

の
程
度
を
も
っ
て
標
準
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
注
意
をdiligentia exacta

（
精
確
な
注
意
）
と
も
い
う
。
こ
の
注
意
を
欠
い
て

い
る
こ
と
が
す
な
わ
ちculpa levis

（
軽
過
失
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
債
務
者
が
自
己
の
事
務
と
他
人
の
事
務
と
を
併
せ
て
取
り
扱
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
そ
の
事
務
に
関
し
て
加
え
る
べ
き
注
意
の
程
度
は
抽
象
的
で
は
な
く
具
体
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
債
務
者
自
身

が
平
常
自
己
の
物
件
に
対
し
て
加
え
る
の
と
同
等
の
注
意
を
他
人
の
事
務
に
対
し
て
も
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
注
意
を

　
（
一
二
二
三
）
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diligentia quam
 suis rebus adhibere solet

﹇
自
身
の
物
に
対
す
る
の
と
同
一
の
注
意
﹈
の
欠
乏
、
す
な
わ
ち
、culpa levis in 

concreto

（
具
体
的
軽
過
失
）
と
い
う
。
例
え
ば
、
共
有
財
産
、
組
合
の
事
務
、
妻
の
財
産
、
被
後
見
者
の
財
産
に
対
し
て
加
え
る
注
意
と

同
等
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。
し
こ
う
し
て
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
立
証
の
責
任
は
債
務
者
に
あ
る
。
債
務
者
は
自
己
の
財
産
に
関
し

て
平
常
加
え
た
の
と
同
等
の
注
意
を
他
人
の
財
産
に
関
し
て
も
加
え
た
こ
と
を
証
明
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
そ
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き

る
。
も
し
、
こ
れ
を
証
明
し
な
け
れ
ば
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

近
世
に
至
り
、
ロ
ー
マ
法
を
解
釈
す
る
も
の
は
、
右
の
よ
う
な
注
意
則
、
す
な
わ
ちdiligentia quam

 suis rebus adhibere solet

の

欠
乏
をculpa levis in concreto
（
具
体
的
軽
過
失
）
と
称
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
い
わ
ゆ
る
過
失
な
る
も
の
は
、
債
務
者
一
人
の
注

意
の
程
度
を
も
っ
て
標
準
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。culpa levis in concreto

（
具
体
的
軽
過
失
）
に
対
す
る
語
はculpa levis 

in abstracto

（
抽
象
的
軽
過
失
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
万
人
の
注
意
、
す
な
わ
ち
良
家
父
の
注
意
を
も
っ
て
標
準
と
し
たculpa levis

（
軽

過
失
）
で
あ
る
。

　

か
つ
て
ロ
ー
マ
に
お
い
て
、culpa levis

（
軽
過
失
）
な
る
語
を
使
用
し
て
い
た
。し
か
し
、culpa levis in concreto

（
具
体
的
軽
過
失
）

及
びculpa levis in abstracto

（
抽
象
的
軽
過
失
）
な
る
語
は
、
ロ
ー
マ
時
代
に
お
い
て
用
い
た
語
で
は
な
く
、
後
世
の
註
釈
家
が
定
め

た
熟
語
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

　

以
上
に
述
べ
た
こ
と
を
要
約
す
る
と
、
ロ
ー
マ
に
お
い
て
はculpa
（
過
失
）
に
二
等
級
が
あ
っ
た
。culpa lata

（
重
過
失
）
とculpa 

levis

（
軽
過
失
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、culpa levis

に
は
二
種
が
あ
っ
た
。
後
世
の
註
釈
家
の
用
語
を
借
り
れ
ば
、culpa levis in 

abstracto

（
抽
象
的
軽
過
失
）
とculpa levis in concreto

（
具
体
的
軽
過
失
）
で
あ
る
。

　

前
世
紀
に
は
、culpa lata

（
重
過
失
）
とculpa levis

（
軽
過
失
）
の
ほ
か
にculpa levissim

a

（
最
軽
過
失
）
な
る
も
の
が
あ
る
と
の

説
が
流
行
し
た
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
人H

asse

は
一
八
一
五
年
にculpa

（
過
失
）
に
関
す
る
論
文
を
著
し
、
こ
の
説
を
排
撃
し
た
。

　
（
一
二
二
四
）
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次
に
、
戸
水
は
フ
ラ
ン
ス
古
法
（
本
書
で
は
佛
國
旧
法
と
記
さ
れ
て
い
る
）
の
法
規
範
を
ポ
テ
ィ
エ
（P

othier

）
の
『
債
務
概
論
』
に

従
っ
て
、
次
の
よ
う
に
記
す（

6
）。

　

フ
ラ
ン
ス
古
法
に
お
い
て
は
、
過
失
を
次
の
三
段
階
に
分
け
る
。
第
一
は
、la faute lourde

、culpa lata

、
す
な
わ
ち
重
過
失
で
あ
り
、

通
常
人
の
な
す
べ
き
こ
と
を
し
な
い
類
の
も
の
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
古
法
で
は
、
こ
れ
をdolus

（
詐
欺
）
と
同
一
視
し
て
い
る
。
第
二
は

la faute légère
、culpa levis

す
な
わ
ち
軽
過
失
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
良
家
父
が
通
常
自
己
の
物
件
に
対
し
て
加
え
る
の
と
同
等
の
注
意

を
欠
く
こ
と
を
い
う
。
第
三
は
、la faute très légère

、culpa levissim
a

す
な
わ
ち
甚
だ
軽
い
過
失
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
非
常
に
注
意

深
い
家
父
が
自
己
の
物
件
に
対
し
て
加
え
る
の
と
同
等
の
注
意
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

　

第
一
の
も
の
は
、
債
権
者
一
方
の
利
益
の
た
め
に
結
ん
だ
契
約
、
例
え
ばdépôt

（
寄
託
）
の
場
合
が
こ
れ
に
該
当
し
、
債
務
者
はsa 

faute lourde

（
重
過
失
）
の
責
任
の
み
を
負
う
。
第
二
の
も
の
は
、
債
権
者
、
債
務
者
双
方
の
利
益
の
た
め
に
結
ん
だ
契
約
、
例
え
ばla 

vente

（
売
買
）、le louage

（
賃
貸
借
）
の
場
合
が
こ
れ
に
該
当
し
、
債
務
者
はsa faute légère

（
軽
過
失
）
の
責
任
を
負
う
。
第
三
の

も
の
は
、
債
務
者
一
方
の
利
益
の
た
め
に
結
ん
だ
契
約
、
例
え
ばle contrat de prêt á usage

（
使
用
貸
借
）
の
場
合
が
こ
れ
に
該
当
し
、

債
務
者
はsa faute très légère

（
甚
だ
軽
い
過
失
）
の
責
任
を
負
う
。
ポ
テ
ィ
エ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
規
範
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
例
外
が
あ
り
、

例
え
ば
、
債
権
者
、
債
務
者
双
方
の
た
め
に
結
ん
だ
契
約
に
お
い
て
、
債
務
者
がla faute légère in concreto

（
具
体
的
軽
過
失
）
の
責

任
を
負
う
べ
き
場
合
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
過
失
を
三
段
階
に
分
け
た
の
は
、
ロ
ー
マ
法
の
誤
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
戸
水
は
フ
ラ
ン
ス
現
行
民
法
の
法
規
範
に
つ
い
て
述
べ
る（

7
）。

　

フ
ラ
ン
ス
民
法
一
一
三
七
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
契
約
は
一
方
の
た
め
に
結
ん
だ
も
の
と
双
方
の
た
め
に
結
ん
だ
も
の
と
を
問
わ
ず
、
債
務

者
は
そ
の
目
的
と
す
る
物
件
に
対
し
、
良
家
父
の
注
意
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
注
意
の
程
度
は
ロ
ー
マ
法
に
当
て
は
め
て
論
ず

れ
ば
、
い
わ
ゆ
るculpa levis in abstracto

（
抽
象
的
軽
過
失
）
と
相
対
す
る
注
意
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
同
条
の
解
釈
に
つ
い

　
（
一
二
二
五
）
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て
種
々
の
議
論
が
あ
る
。
あ
る
も
の
は
一
一
三
七
条
一
項
は
原
則
を
示
し
、そ
の
第
二
項
に
は
例
外
が
あ
る
こ
と
を
示
す
と
い
う
。
し
か
し
、

こ
れ
に
反
対
す
る
も
の
は
、
同
条
第
一
項
、
第
二
項
が
相
合
し
て
一
つ
の
原
則
を
示
す
と
い
う
。
フ
ラ
ン
ス
の
ボ
ド
リ
＝
ラ
カ
ン
テ
ィ
ヌ
リ

（B
audry-L

acantinerie

）
並
び
に
テ
ィ
リ
（T

hiry

）
の
説
に
よ
れ
ば
、
同
条
第
一
項
は
原
則
を
示
し
、
第
二
項
は
そ
の
例
外
を
示
す
も
の

で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
一
三
七
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
債
務
者
はculpa levis in abstracto

（
抽
象
的
軽
過
失
）
の
責
任
を
負
う
べ
き

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
原
則
で
あ
る
。
同
条
第
二
項
に
よ
れ
ば
、
こ
の
義
務
は
契
約
の
種
類
に
よ
り
、
あ
る
い
は
重
大
と

な
り
、
あ
る
い
は
軽
減
さ
れ
る
。
第
二
項
は
原
則
に
例
外
の
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
例
外
の
場
合
を
挙
げ
る
と
、
八
〇
四
条

に
お
い
て
は
重
過
失
を
規
定
し
、
一
九
二
七
条
に
規
定
す
るdépôt

（
寄
託
）
の
場
合
に
お
い
て
は
、
債
務
者
は
自
己
の
物
件
に
対
し
て
加

え
る
と
同
等
の
注
意
を
加
え
れ
ば
足
り
る
、
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
るculpa levis in concreto

（
具
体
的
軽
過
失
）
の
責
任
を
負
う
。
ま
た
、

一
八
八
二
条
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
基
づ
い
て
推
論
す
れ
ば
、le prêt à usage

（
使
用
貸
借
）
の
場
合
に
お
い
て
は
、
債
務
者
す
な
わ
ち

借
主
は
、
良
家
父
の
注
意
よ
り
も
さ
ら
に
大
き
な
注
意
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
条
に
よ
れ
ば
、
債
権
者
の
物
件
お
よ
び
債
務
者
の

物
件
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一
つ
を
救
う
こ
と
の
で
き
る
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
が
も
し
自
己
の
物
件
を
救
う
と
き
は
、
債
権
者
に
対
し
て

弁
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仮
に
、
自
己
の
物
件
の
価
値
が
高
く
、
債
権
者
の
物
件
の
価
値
が
低
い
の
だ
と
す
る
と
、
良
家
父
は
そ
の

価
値
の
高
い
も
の
を
救
う
べ
き
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
条
に
よ
れ
ば
、
債
務
者
は
良
家
父
の
な
す
べ
き
こ
と
を
な
そ
う
と
し
て
価
値
の

高
い
も
の
を
救
っ
て
も
な
お
債
権
者
に
対
し
て
弁
償
の
義
務
を
負
担
す
べ
き
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
同
条
の
精
神
を
推
窮
す
る
な
ら
ば
、
債
務

者
は
良
家
父
の
注
意
よ
り
も
さ
ら
に
大
き
な
注
意
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
フ
ラ
ン
ス
古
法
に
あ
て
は
め
て
論
ず
る
な
ら
ば
、

い
わ
ゆ
るla faute très légère

（
甚
だ
軽
い
過
失
）
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
ボ
ド
リ
＝
ラ
カ
ン
テ
ィ
ヌ
リ

（B
audry-L

acantinerie

）
の
説
で
あ
り
、culpa levis in abstracto

（
抽
象
的
軽
過
失
）
の
責
任
を
負
う
の
が
原
則
で
あ
り
、
そ
の
他
は

例
外
で
あ
る
。
一
一
三
七
条
一
項
に
は
原
則
を
示
し
、
同
第
二
項
は
こ
れ
に
例
外
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
（
一
二
二
六
）
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そ
の
ほ
か
に
、
戸
水
は
ツ
ァ
ハ
リ
エ
（Z

achariae　

von L
ingenthal

）、
ロ
ー
ラ
ン
（L

aurent

）、
ド
ゥ
モ
ロ
ン
ブ
（D

em
olom

be

）

ら
の
説
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
最
終
的
に
、
ボ
ド
リ
＝
ラ
カ
ン
テ
ィ
ヌ
リ
の
説
を
妥
当
と
し
て
い
る
。

　

次
に
、
戸
水
は
、
ス
イ
ス
債
務
法
（
戸
水
『
過
失
論
』
で
は
ス
イ
ス
債
権
法
と
訳
さ
れ
て
い
る
）
の
規
範
に
つ
い
て
述
べ
る（

8
）。

ス
イ
ス
債

務
法
一
一
三
条
で
は
、
過
失
の
等
級
の
区
別
を
廃
し
て
お
り
、
債
務
者
に
過
失
が
あ
る
か
否
か
を
裁
判
官
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
戸
水
は
、
ド
イ
ツ
法
に
つ
い
て
述
べ
る（

9
）。

ま
ず
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
三
章
第
一
八
条
以
下
に
よ
れ
ば
、
過

失
はgrobes V

ersehen
（
大
過
失
）、m

assiges V
ersehen

（
中
過
失
）、geringes V

ersehen

（
小
過
失
）
に
分
か
れ
る
。
同
法
に
よ
れ
ば
、

債
務
者
一
方
の
利
益
を
図
っ
て
結
ん
だ
契
約
に
お
い
て
は
債
務
者
はgeringes V

ersehen

（
小
過
失
）
の
責
任
を
負
い
、
債
権
者
一
方
の

利
益
を
図
っ
て
結
ん
だ
契
約
に
お
い
て
は
、
債
務
者
はgrobes V

ersehen

（
大
過
失
）
の
責
任
を
負
う
の
み
で
あ
り
、
債
権
者
債
務
者
双

方
の
利
益
を
図
っ
て
結
ん
だ
契
約
に
お
い
て
は
、
債
務
者
はm

assiges V
ersehen

（
中
過
失
）
の
責
任
を
負
う
。
こ
の
原
則
に
対
し
、
例

外
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
技
術
を
目
的
と
す
る
契
約
に
お
い
て
は
、
債
務
者
はgeringes V

ersehen

（
小
過
失
）
が
あ
っ
て
も
責
任
を
負
う
。

プ
ロ
イ
セ
ン
の
法
律
で
は
、
過
失
の
標
準
は
抽
象
的
で
あ
る
こ
と
が
原
則
だ
が
、
委
任
、
寄
託
、
組
合
等
の
場
合
に
お
い
て
は
、
債
務
者
は

culpa levis in concreto

（
具
体
的
軽
過
失
）
の
責
任
を
負
う
の
み
で
あ
る
。

　

次
に
、
ド
イ
ツ
民
法
第
一
草
案
一
四
四
条
に
お
い
て
は
、
良
家
父
の
注
意
を
も
っ
て
注
意
の
標
準
と
し
て
い
る
。
過
失
に
関
し
て
は
等
級

を
分
け
て
い
な
い
。
第
二
草
案
に
お
い
て
、
二
三
三
条
一
項
の
規
定
は
、
債
務
者
が
故
意
又
は
懈
怠
に
よ
っ
て
債
務
を
履
行
し
な
い
と
き
は

責
任
を
負
う
旨
を
記
し
て
い
る
。
同
条
第
二
項
に
よ
れ
ば
、
債
務
者
が
自
己
の
事
件
に
関
し
て
加
え
た
の
と
同
等
の
注
意
を
を
加
え
れ
ば
足

り
る
場
合
に
お
い
て
も
、
も
し
、grobe F

ahrlässigkeit

（
大
懈
怠
）
が
あ
る
と
き
は
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
条
第
三
項
に

よ
れ
ば
、
故
意
に
債
務
を
履
行
し
な
く
と
も
そ
の
責
任
を
負
わ
な
い
と
い
う
特
約
を
予
め
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

ド
イ
ツ
新
民
法
の
規
定（

10
）は

第
二
草
案
の
規
定
と
ほ
ぼ
同
様
で
、
第
二
草
案
第
二
三
三
条
一
項
と
三
項
は
新
民
法
二
七
六
条
に
掲
げ
ら
れ
、

　
（
一
二
二
七
）
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同
草
案
第
二
三
三
条
二
項
は
新
民
法
二
七
七
条
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
新
民
法
に
お
い
て
も
過
失
を
三
等
級
に
分
け
る
考
え
方

は
排
斥
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
ス
イ
ス
債
務
法
と
似
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
良
家
父
な
る
語
は
条
文
を
明
快
に
す
る
た
め
、
抹
殺

さ
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
新
民
法
六
九
〇
条
に
よ
れ
ば
、V

erw
ahrung

（
寄
託
）
の
場
合
に
お
い
て
は
、
受
寄
者
は
受
寄
物
に
対
し
て

は
自
己
の
物
件
に
対
す
る
と
同
等
の
注
意
を
加
え
れ
ば
足
り
る
と
さ
れ
、
こ
れ
は
原
則
に
対
す
る
例
外
の
一
つ
で
あ
る
。

　

次
に
、
戸
水
は
英
米
法
に
お
け
る
過
失
を
論
ず
る（

11
）。

英
米
法
は
判
例
法
で
あ
る
が
、
戸
水
は
判
決
例
が
一
定
し
な
い
と
し
て
、
便
宜
上
、

判
決
例
を
左
右
す
る
学
説
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

第
一
説
に
よ
れ
ば
、
契
約
に
三
等
級
の
区
別
が
あ
る
。
第
一
は
債
権
者
の
利
益
の
た
め
に
結
ん
だ
契
約
、
第
二
は
債
権
者
、
債
務
者
双
方
の

利
益
の
た
め
に
結
ん
だ
契
約
、
第
三
は
債
務
者
一
方
の
利
益
の
た
め
に
結
ん
だ
契
約
で
あ
る
。
注
意
に
も
三
等
級
の
区
別
が
あ
る
。
第
一
は

slight care

（
小
注
意
）、
第
二
はordinary care

（
常
注
意（

12
））、

第
三
はextraordinary care

（
非
常
注
意
）
で
あ
る
。
懈
怠
（negligence （

13
））

に
も
三
等
級
の
区
別
が
あ
る
。
第
一
はgross negligence

（
大
懈
怠（

14
））、

第
二
はordinary negligence

（
常
懈
怠
）、
第
三
はslight 

negligence

（
小
懈
怠（

15
））

で
あ
る
。
契
約
の
三
等
級
の
区
別
は
、
懈
怠
及
び
注
意
の
三
等
級
の
区
別
に
相
対
応
し
て
い
る
。
債
権
者
一
方
の

利
益
の
た
め
に
結
ん
だ
契
約
に
お
い
て
は
、
債
務
者
は
小
注
意
を
尽
く
せ
ば
足
り
る
ゆ
え
に
、
大
懈
怠
が
あ
る
の
で
な
け
れ
ば
そ
の
責
任
を

負
わ
な
い
。
ま
た
、
債
権
者
、
債
務
者
双
方
の
利
益
の
た
め
に
結
ん
だ
契
約
に
お
い
て
は
、
常
注
意
を
加
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
ゆ
え
に
、

常
懈
怠
が
あ
る
と
き
は
そ
の
責
任
を
負
う
。
ま
た
、
債
務
者
一
方
の
利
益
の
た
め
に
結
ん
だ
契
約
に
お
い
て
は
、
債
務
者
は
非
常
注
意
を
加

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ゆ
え
に
、
小
懈
怠
が
あ
っ
て
も
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
原
則
に
対
し
て
、
例
外
が
あ
る
。
例

え
ば
、
運
送
を
業
と
す
る
者
及
び
旅
店
の
主
人
の
負
う
べ
き
責
任
は
至
っ
て
重
い
。

　

原
則
の
み
に
つ
い
て
言
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
古
法
の
規
範
と
英
米
法
の
規
範
は
似
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
相
違
点
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
古
法
に
お
い
て
は
、
良
家
父
の
注
意
の
程
度
を
も
っ
て
標
準
と
す
る
が
、
英
国
に
お
い
て
は
良
家
父
の
語
を
用
い
ず
、

　
（
一
二
二
八
）
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尋
常
事
態
に
通
ず
る
人
（a reasonable m

an （
16
））

が
平
常
加
え
る
注
意
の
程
度
を
も
っ
て
標
準
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
用
語
の
違

い
に
す
ぎ
ず
、
実
際
上
は
フ
ラ
ン
ス
古
法
の
原
則
も
英
国
の
原
則
も
プ
ロ
イ
セ
ン
の
原
則
も
同
様
の
も
の
で
あ
る
。

　

第
二
説
に
よ
れ
ば
、
注
意
の
程
度
は
第
一
説
の
よ
う
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
人
々
の
注
意
の
程
度
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
目
的

物
の
価
値
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
か
ら
、
三
等
級
の
区
別
で
足
り
る
と
い
う
わ
け
に
は
行
か
な
い
。

　

さ
ら
に
、
戸
水
は
日
本
の
旧
民
法
の
規
範
の
検
討
に
進
む（

17
）。

旧
民
法
財
産
編
三
三
四
条
一
項
は
、
諾
約
者
は
特
定
物
の
引
渡
を
な
す
ま
で

善
良
な
管
理
人
の
注
意
を
も
っ
て
そ
の
物
を
保
存
す
る
こ
と
を
要
す
。
懈
怠
又
は
悪
意
あ
る
と
き
は
損
害
賠
償
の
責
め
に
任
ず
と
規
定
す

る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
旧
民
法
に
お
い
て
は
、culpa levis in abstracto

（
抽
象
的
軽
過
失
）
を
原
則
と
し
て
い
る
。
同
条
二
項
に
は
、

無
償
に
て
譲
渡
し
た
物
の
保
存
に
つ
い
て
は
諾
約
者
は
自
己
の
物
に
加
え
る
の
と
同
一
の
注
意
を
加
え
る
の
み
の
責
任
を
負
う
と
規
定
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
例
外
則
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、culpa levis in concreto

（
具
体
的
軽
過
失
）
が
例
外
と
な
る
。

　

次
に
、
戸
水
は
日
本
の
新
民
法
の
検
討
に
進
む（

18
）。

民
法
四
〇
〇
条
は
、「
債
権
ノ
目
的
カ
特
定
物
ノ
引
渡
ナ
ル
ト
キ
ハ
債
務
者
ハ
其
引
渡

ヲ
為
ス
マ
テ
善
良
ナ
ル
管
理
者
ノ
注
意
ヲ
以
テ
其
物
ヲ
保
存
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
規
定
す
る
。「
善
良
な
管
理
者
の
注
意
」
は
、
遡
れ
ば

ロ
ー
マ
法
及
び
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
「
良
家
父
の
注
意
」
に
相
当
す
る
。
良
家
父
の
語
が
現
今
の
事
情
に
適
さ
な
い
た
め
、
用
語
を
変
え
た
に

過
ぎ
な
い
。「
善
良
な
管
理
者
の
注
意
」
は
四
〇
〇
条
だ
け
で
な
く
、
二
九
八
条
、
六
四
四
条
、
六
七
一
条
な
ど
に
も
規
定
さ
れ
て
お
り
、

日
本
民
法
に
お
け
る
注
意
の
本
則
を
な
し
て
い
る
。
こ
れ
はculpa levis in abstracto

（
抽
象
的
軽
過
失
）
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
原
則
に
対
す
る
例
外
と
し
て
、
六
五
九
条
は
、「
無
報
酬
ニ
テ
寄
託
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ハ
受
寄
物
ノ
保
管
ニ
付
自
己
ノ
財
産
ニ
於
ケ
ル
ト

同
一
ノ
注
意
ヲ
為
ス
責
ニ
任
ス
」
と
規
定
し
て
お
り
、
こ
れ
は
受
寄
者
がculpa levis in concreto

（
具
体
的
軽
過
失
）
の
責
任
を
負
う
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
六
九
八
条
は
「
重
大
ナ
ル
過
失
」
に
つ
い
て
規
定
し
て
お
り
、
こ
の
「
重
過
失
」
は
九
五
条
や
四
七
〇
条
に
も

規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
民
法
は
、
過
失
を
軽
過
失
（culpa levis
）
と
重
過
失
（culpa lata

）
に
区
別
し
、
軽
過
失
を
抽

　
（
一
二
二
九
）
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象
的
軽
過
失
（culpa levis in abstracto

）
と
具
体
的
軽
過
失
（culpa levis in concreto

）
の
二
種
に
区
分
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
抽

象
的
軽
過
失
が
原
則
で
あ
り
、
重
過
失
と
具
体
的
軽
過
失
が
例
外
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
民
法
は
過
失
に
等
級
を
設
け
て
い
る

と
い
え
る
。

　

し
か
し
、
戸
水
は
、
世
界
の
趨
勢
は
、
過
失
に
等
級
を
設
け
な
い
と
い
う
方
向
性
が
強
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
日
本
に
お
い
て
も
、
過
失

に
関
し
て
次
の
よ
う
な
原
則
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
と
説
く（

19
）。

す
な
わ
ち
、

第
一
原
則
：
物
件
に
対
し
て
加
え
る
べ
き
相
当
の
注
意
は
物
件
の
価
額
、
土
地
の
慣
習
そ
の
他
一
切
の
情
況
に
基
づ
い
て
決
す
べ
き
も
の
と

す
る
。

第
二
原
則
：
右
一
切
の
情
況
の
う
ち
に
は
、
契
約
三
等
級
の
区
別
も
加
え
る
べ
き
も
の
と
す
る
。
ゆ
え
に
、
契
約
三
等
級
の
区
別
は
注
意
及

び
過
失
三
等
級
の
区
別
と
対
応
さ
せ
る
べ
き
も
の
と
す
る
。

　

以
上
の
原
則
の
う
ち
、
特
に
第
一
原
則
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
。

　

戸
水
は
、
過
失
に
つ
い
て
論
ず
べ
き
点
が
な
お
一
点
あ
る
と
し
、
過
失
の
標
準
に
つ
い
て
論
ず
る（

20
）。

す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
、
ド
イ

ツ
民
法
、
日
本
の
新
民
法
に
お
い
てculpa levis in concreto

（
具
体
的
軽
過
失
）
な
る
も
の
を
設
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
妥
当
で
な
い
と

す
る
。
債
務
者
個
人
の
注
意
を
も
っ
て
注
意
の
標
準
と
す
る
と
そ
の
標
準
は
不
動
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
平
常
注
意
周

到
の
人
物
が
無
報
酬
に
て
他
人
か
ら
物
件
の
寄
託
を
受
け
た
と
仮
定
す
る
と
、
そ
の
場
合
に
同
人
が
も
し
平
素
の
注
意
よ
り
も
小
な
る
注
意

を
加
え
た
と
し
て
も
、
怠
慢
な
人
の
目
か
ら
見
る
と
な
お
大
注
意
を
払
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
場

合
に
お
い
て
も
、
注
意
周
到
な
人
は
平
常
の
注
意
を
欠
い
た
と
し
て
こ
れ
に
関
し
て
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
と
、
平
素
注

意
周
到
な
人
は
、
注
意
周
到
で
あ
る
ゆ
え
に
重
い
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
実
に
不
都
合
な
結
果
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。
法
律
は
な
る
べ
く
注
意
周
到
な
人
物
を
保
護
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
も
、
寄
託
と
委
任
と
で
債
務
者
（
受
寄
者
、
受
任
者
）
の
義
務

　
（
一
二
三
〇
）
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の
重
さ
に
差
異
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ド
イ
ツ
新
民
法
及
び
日
本
の
新
民
法
に
お
い
て
、
具
体
的
過
失
を
設
け
る
べ
き

で
は
な
く
、
過
失
及
び
注
意
の
標
準
は
常
に
抽
象
的
と
な
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

戸
水
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
日
本
民
法
が
無
償
寄
託
の
よ
う
に
、
自
己
の
財
産
に
お
け
る
と
同
一
の
注
意
で
足
り
る
契
約
類
型
を
設
け

て
い
る
こ
と
を
批
判
し
、
す
べ
て
の
契
約
類
型
に
お
い
て
債
務
者
に
善
良
な
管
理
者
の
注
意
を
要
求
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
あ
く
ま
で
立
法
論
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
結
論
に
は
異
論
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
論
文
に
お
い
て
は
、
過
失
の
程
度
、

注
意
義
務
の
程
度
に
絞
っ
て
論
考
さ
れ
て
お
り
、
過
失
の
構
造
は
論
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
。

二　
『
物
権
ト
債
権
』
に
つ
い
て

　

戸
水
寛
人
は
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
年
）
に
、『
物
権
ト
債
権
』
を
公
刊
し
て
い
る（

21
）。

ま
ず
、
彼
は
ロ
ー
マ
法
か
ら
説
き
起
こ
す
。
す

な
わ
ち
、
か
つ
て
ロ
ー
マ
に
お
い
て
は
、
物
権
、
債
権
に
該
当
す
る
語
が
な
か
っ
た
。
ロ
ー
マ
人
は
、
訴
訟
を
分
類
し
て
、actiones in 

rem

とactiones in personam

の
二
種
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
日
本
語
に
直
訳
す
れ
ば
、
前
者
は
対
物
訴
訟
で
あ
り
、
後
者
は
対
人
訴

訟
で
あ
る
。
対
人
訴
訟
と
は
契
約
ま
た
は
私
犯
等
に
関
す
る
訴
訟
で
あ
り
、
例
え
ば
、stipulatio

﹇
問
答
契
約
、
口
頭
契
約
﹈
す
な
わ
ち
要

式
口
約
の
場
合
に
お
い
て
は
、
要
約
者
はcondictio

﹇
不
当
利
得
返
還
請
求
訴
訟
﹈
ま
た
はactio ex stipulatu

﹇
問
答
契
約
に
基
づ
く
訴

訟
﹈
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
、em

ptio-venditio

す
な
わ
ち
売
買
の
場
合
に
お
い
て
は
、
売
主
はactio venditi

﹇
売
却
の
訴
訟
﹈
を
起
こ

す
こ
と
が
で
き
、
買
主
はactio em

pti

﹇
買
入
の
訴
訟
﹈
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
皆actiones in personam

す
な
わ
ち
対

人
訴
訟
の
中
に
含
ま
れ
る（

22
）。

　
（
一
二
三
一
）
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対
物
訴
訟
、
す
な
わ
ちactiones in rem

の
適
例
を
挙
げ
れ
ば
、
物
件
取
戻
の
訴
訟
、
す
な
わ
ちrei vindicatio

の
ご
と
き
は
そ
の
最
も

重
要
な
も
の
で
あ
る
。
も
し
、
甲
の
所
有
物
が
乙
の
手
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
甲
は
乙
に
対
し
て
こ
の
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
、
も
し

丙
の
手
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
甲
は
丙
に
対
し
て
こ
の
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
甲
は
物
件
の
所
在
に
つ
い
て
訴
訟
を

提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
状
態
は
あ
た
か
も
物
件
そ
の
物
に
対
し
て
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
の
で
、
こ
の

よ
う
な
訴
訟
を
対
物
訴
訟
、
す
な
わ
ちactio in rem

と
い
う（

23
）。

　

当
初
は
、in rem
は
厳
格
に
対
物
的
と
い
う
意
義
を
有
し
て
い
た
。actio in rem

と
は
主
と
し
てrei vindicatio

す
な
わ
ち
物
件
取
戻

の
訴
訟
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
時
を
経
る
に
従
い
、in rem

の
意
義
は
次
第
に
広
く
な
り
、
つ
い
に
こ
の
語
は
対
世
的
、
す
な
わ
ち

世
間
一
般
に
対
す
る
と
い
う
意
義
を
得
る
に
至
っ
た（

24
）。

　

ロ
ー
マ
に
お
い
て
は
、actio in rem
及
びactio in personam

﹇
対
人
訴
訟
﹈
な
る
用
語
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
訴
訟
の
類
別
で
あ
っ
て
、

い
ま
だ
か
つ
て
権
利
を
物
権
と
債
権
と
に
分
類
す
べ
し
と
の
見
解
は
な
か
っ
た（

25
）。

　

中
世
に
進
み
、
物
権
をjus in rem

﹇
物
に
対
す
る
権
利
﹈、
債
権
をjus in personam

﹇
人
に
対
す
る
権
利
﹈
と
称
す
る
よ
う
に
な

っ
た（

26
）。

さ
ら
に
、
近
世
に
な
る
と
、
ド
イ
ツ
人
はjus in rem
をdingliches R

echt

と
言
い
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
こ
れ
をdroit réel

と
称
し
た
。

ド
イ
ツ
人
はjus in personam

をpersönliches R
echt

と
い
い
、フ
ラ
ン
ス
人
は
こ
れ
をdroit personnel

と
称
し
た
。
日
本
人
は
、当
初
、

jus in rem

を
対
物
権
ま
た
は
物
上
権
と
い
い
、jus in personam
を
対
人
権
と
称
し
た
が
、
近
時
、
対
物
権
の
対
の
字
を
取
り
去
っ
て
単

に
こ
れ
を
物
権
と
い
い
、
対
人
権
の
語
を
改
め
て
こ
れ
を
債
権
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た（

27
）。

　

フ
ラ
ン
ス
人
、
ド
イ
ツ
人
は
物
権
と
は
物
の
上
に
有
す
る
権
利
で
あ
る
と
い
う
が
、
英
国
人
は
物
権
と
は
世
間
一
般
に
対
す
る
権
利
で
あ

る
と
い
う
。
私
見
で
は
、
英
国
人
の
解
釈
は
論
理
に
合
し
て
お
り
、
大
陸
人
の
解
釈
は
論
理
に
反
し
て
い
る
。
お
よ
そ
物
を
分
類
す
る
に
は
、

一
つ
の
種
類
は
他
の
種
類
を
排
除
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
権
利
を
類
別
す
る
に
当
た
っ
て
も
一
つ
の
種
類
は
他
の
種
類
を
排
除
す
る
こ
と
を

　
（
一
二
三
二
）
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要
す
る
。
欧
州
大
陸
人
の
分
類
に
は
論
理
の
点
で
問
題
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
物
の
上
に
有
す
る
権
利
と
特
別
の
人
に
対
す
る
権
利
と
を

対
立
さ
せ
て
お
り
、
こ
れ
は
表
紙
の
赤
い
書
籍
と
丈
の
高
い
書
籍
と
を
対
立
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
特
別
の
人
に
対
す
る
権

利
で
あ
っ
て
同
時
に
物
の
上
に
有
す
る
権
利
で
あ
る
も
の
は
す
こ
ぶ
る
多
い
。
例
え
ば
、
売
買
契
約
を
締
結
す
る
と
す
れ
ば
、
結
約
者
の
権

利
は
特
別
の
人
に
対
す
る
権
利
で
あ
っ
て
、
か
つ
物
の
上
に
有
す
る
権
利
で
あ
る
。
賃
貸
借
契
約
を
締
結
す
る
と
す
れ
ば
、
結
約
者
の
権
利

は
特
別
の
人
に
対
す
る
権
利
で
あ
っ
て
、
か
つ
物
の
上
に
有
す
る
権
利
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
物
の
上
に
有
す
る
権
利
は
特
別
の
人
に
対
す

る
権
利
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。
特
別
の
人
に
対
す
る
権
利
は
物
の
上
に
有
す
る
権
利
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ゆ
え
に
、
ド
イ

ツ
人
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
物
権
を
物
の
上
に
有
す
る
権
利
と
し
、
債
権
と
対
立
さ
せ
て
い
る
の
は
分
類
法
に
合
せ
ず
論
理
に
合
し
な
い
も
の
で

あ
る（

28
）。

　

こ
れ
に
反
し
て
、
英
国
人
の
説
に
従
っ
て
、
物
権
を
世
間
一
般
に
対
す
る
権
利
と
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
債
権
と
対
立
さ
せ
る
と
き
は
、
そ

の
分
類
は
法
に
合
し
、
論
理
に
合
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
お
よ
そ
権
利
は
世
間
一
般
に
対
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
特
別
の
人
に
対
す
る
も
の

で
あ
り
、
特
別
の
人
に
対
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
世
間
一
般
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
の
種
類
は
他
の
種
類

を
排
除
す
る
。
世
間
一
般
に
対
す
る
権
利
は
こ
れ
をright in rem

す
な
わ
ち
対
世
権
、
す
な
わ
ち
物
権
と
称
し
、
特
別
の
人
に
対
す
る
権

利
は
こ
れ
をright in personam

す
な
わ
ち
対
人
権
、
す
な
わ
ち
債
権
と
称
す
る
。
権
利
を
分
類
し
て
こ
の
よ
う
な
意
義
の
物
権
と
債
権
と

に
区
別
す
る
の
は
分
類
法
に
合
し
、
論
理
に
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
物
権
に
関
し
て
英
国
人
の
解
釈
は
論
理
に
合
し
、
大
陸
人
の

解
釈
は
論
理
に
反
し
て
い
る（

29
）。

　

日
本
の
新
民
法
が
で
き
る
に
先
立
っ
て
、
私
は
欧
米
諸
国
の
法
律
を
対
照
比
較
し
、
そ
の
長
を
取
っ
て
短
を
棄
て
る
の
で
あ
ろ
う
と
思
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
で
き
た
民
法
を
見
て
み
る
と
、
法
律
学
の
イ
ロ
ハ
に
つ
い
て
は
英
国
法
律
の
長
を
棄
て
て
大
陸
法
律
の
短
を
取
っ
て
い

る（
30
）。

　
（
一
二
三
三
）
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あ
る
人
は
大
陸
学
者
の
た
め
に
弁
解
し
て
、
物
権
と
は
物
の
上
に
有
す
る
権
利
で
は
な
く
、
物
の
上
に
直
接
に
行
使
す
る
権
利
で
あ
る
。

債
権
と
は
特
定
の
人
に
対
し
て
有
す
る
権
利
で
は
な
く
、
特
定
の
人
に
対
し
て
行
使
す
る
権
利
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
物
権
の
呼
称
は
債
権
を

排
除
し
、
債
権
の
呼
称
は
物
権
を
排
除
し
、
こ
の
分
類
は
論
理
に
合
し
な
い
お
そ
れ
は
な
い
。
債
権
は
た
と
い
間
接
に
物
を
も
っ
て
そ
の
目

的
と
な
す
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
債
権
者
は
直
接
に
そ
の
物
の
上
に
そ
の
権
利
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
必
ず
債
務
者
の
行
為
を
要
す

る
。
ゆ
え
に
、
一
つ
の
債
権
で
あ
っ
て
同
時
に
物
権
を
兼
ね
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う（

31
）。

　

私
見
（
戸
水
の
見
解
）
で
は
、
こ
の
よ
う
な
議
論
は
次
の
よ
う
な
批
難
を
免
れ
な
い（

32
）。

　

第
一　

も
し
、
右
の
よ
う
な
議
論
を
わ
が
日
本
の
新
民
法
に
適
用
す
る
と
き
は
、
物
権
債
権
の
総
数
は
私
権
の
総
数
と
な
ら
ず
、
物
権
債

権
以
外
に
な
お
幾
多
の
権
利
の
存
在
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
物
権
と
債
権
と
に
私
権
を
分
類
す
る
の
は
不
完
全

な
分
類
で
あ
る
。
例
え
ば
、
わ
が
日
本
の
新
民
法
に
お
い
て
は
、
物
と
は
有
体
物
の
み
を
指
す
名
称
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
特
許
権
、
商
標
権

の
類
は
物
権
と
称
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
権
利
は
債
権
と
称
す
る
べ
き
で
な
い
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
の
で
、
結
局
物
権

で
も
な
く
債
権
で
も
な
い
、
一
種
の
権
利
だ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
私
権
を
右
の
意
義
に
お
け
る
物
権
と
債
権
と

に
分
類
す
る
の
は
不
完
全
な
分
類
で
あ
る
。

　

第
二　

分
類
の
標
準
は
単
純
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。
し
か
し
、
右
の
意
義
に
お
け
る
物
権
と
債
権
と
の
分
類
は
そ
の
標
準
が
複
雑
で
あ

っ
て
単
純
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
物
権
と
債
権
と
の
区
画
が
鮮
明
と
な
ら
な
い
恐
れ
が
あ
る
。
ま
ず
、
物
権
に
つ
い
て
は
、
物
の
上
に

行
使
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
直
接
に
こ
れ
を
行
使
す
る
と
い
う
こ
と
と
の
二
個
の
観
念
を
集
め
て
標
準
と
し
、
債
権
に
つ
い
て
は
、
特
定
の

人
に
対
し
て
行
使
す
る
と
い
う
一
個
の
観
念
を
も
っ
て
標
準
と
し
て
い
る
。
特
定
の
人
に
対
す
る
と
い
う
観
念
と
物
の
上
に
行
使
す
る
と
い

う
観
念
は
全
く
互
い
に
相
牽
連
す
る
こ
と
は
な
い
。
特
定
の
人
に
対
す
る
と
い
う
観
念
と
世
間
一
般
に
対
す
る
と
い
う
観
念
と
は
互
い
に
相

牽
連
し
、
物
の
上
に
有
す
る
と
い
う
観
念
と
物
の
上
に
有
し
な
い
と
い
う
観
念
は
互
い
に
相
牽
連
す
る
。
し
か
し
、
特
定
の
人
に
対
す
る
と
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い
う
観
念
と
物
の
上
に
有
す
る
と
い
う
観
念
は
互
い
に
相
牽
連
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
互
い
に
相
牽
連
し
な
い
観
念
を
集
め
て
こ
れ
を
一
分

類
の
標
準
と
す
る
の
は
、
分
類
の
法
則
に
反
し
、
論
理
に
反
す
る
。
こ
の
よ
う
な
複
雑
に
し
て
非
論
理
的
な
標
準
に
よ
っ
て
私
権
を
分
類
す

る
結
果
、
物
権
と
債
権
と
の
区
画
が
自
ら
鮮
明
と
な
ら
な
い
恐
れ
が
あ
る
。

　

第
三　

物
権
は
物
の
上
に
直
接
に
行
使
す
る
権
利
で
あ
っ
て
債
権
は
人
に
対
し
て
行
使
す
る
権
利
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
私
権
の
享
有
に

重
点
を
置
い
た
も
の
で
は
な
く
、
私
権
の
行
使
に
重
点
を
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
権
利
能
力
に
重
点
を
置
い
て
権
利
を
観
察
し
た
も
の
で
は

な
く
、
行
為
能
力
に
重
点
を
置
い
て
権
利
を
観
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
世
に
行
為
能
力
を
制
限
さ
れ
た
者
は
甚
だ
多
く
、
こ
れ
ら

の
人
は
自
ら
そ
の
私
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
甚
だ
多
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
人
は
自
ら
そ
の
私
権

を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
に
も
せ
よ
、
な
お
私
権
を
享
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
私
権
享
有
の
区
域
と
私
権
行
使
の
区
域
と
を

比
較
す
れ
ば
、
こ
れ
を
享
有
す
る
区
域
が
広
く
、
自
ら
こ
れ
を
行
使
す
る
区
域
は
狭
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
私
権
を
挙
げ
て
こ
れ
を
分

類
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
区
域
の
狭
い
も
の
に
基
づ
い
て
こ
れ
を
分
類
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
区
域
の
広
い
も
の
に
基
づ
い
て
こ
れ
を
分
類

す
る
ほ
う
が
よ
い
。
そ
の
行
使
に
重
点
を
置
い
て
こ
れ
を
分
類
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
享
有
に
重
点
を
置
い
て
こ
れ
を
分
類
す
る
ほ
う

が
よ
い
。
昔
の
野
蛮
蒙
昧
の
時
代
に
お
い
て
は
、
権
利
の
行
使
の
よ
う
な
き
わ
め
て
適
切
に
し
て
き
わ
め
て
実
地
的
な
も
の
に
重
き
を
置
く

傾
向
が
あ
っ
た
が
、
今
や
世
は
開
明
と
な
っ
た
の
で
、
権
利
の
行
使
よ
り
も
む
し
ろ
権
利
の
享
有
に
重
き
を
置
く
べ
き
で
あ
る
。
世
間
一
般

に
対
す
る
権
利
と
特
別
の
人
に
対
す
る
権
利
と
を
対
立
さ
せ
る
の
は
権
利
の
享
有
に
基
づ
く
分
類
で
あ
る
か
ら
妥
当
で
あ
る
。
対
世
権
と
対

人
権
と
を
対
立
さ
せ
る
の
は
権
利
の
享
有
に
基
づ
く
分
類
で
あ
る
か
ら
妥
当
で
あ
る
。
私
が
述
べ
た
よ
う
な
意
義
に
お
け
る
物
権
と
債
権
と

を
対
立
さ
せ
る
の
は
権
利
の
享
有
に
基
づ
く
分
類
で
あ
る
か
ら
妥
当
で
あ
る
。
こ
の
分
類
は
、
そ
の
標
準
が
単
純
で
あ
り
、
こ
れ
を
用
い
る

と
き
は
物
権
と
債
権
と
の
区
画
は
至
っ
て
鮮
明
で
あ
る
。
こ
の
分
類
は
決
し
て
不
完
全
で
は
な
く
、
い
か
な
る
私
権
と
い
え
ど
も
こ
の
分
類

中
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
許
権
も
商
標
権
も
意
匠
権
も
著
作
権
も
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
分
類
は
分
類
法
に
合
し
、
論
理
に
合
し
、
い
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ず
れ
の
場
合
に
適
用
し
て
も
な
ん
ら
の
不
都
合
を
生
じ
な
い
。
こ
の
分
類
よ
り
も
善
美
・
簡
明
・
広
大
・
論
理
的
な
も
の
は
な
い
。

　

本
論
文
を
読
ん
で
の
印
象
で
あ
る
が
、
物
権
と
債
権
に
関
す
る
概
念
法
学
的
・
形
式
論
理
的
解
明
に
終
始
し
て
お
り
、
我
妻
栄
『
近
代
法

に
お
け
る
債
権
の
優
越
的
地
位
』（
有
斐
閣
、
一
九
五
三
年
）
の
よ
う
な
、
物
権
や
債
権
を
「
資
本
主
義
社
会
の
経
済
関
係
さ
ら
に
は
そ
の

他
の
社
会
関
係
の
総
体
の
中
で
把
握
し
よ
う
と
す
る
試
み（

33
）」

で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
権
利
と
い
う
も
の
が
物
権
と
債
権
と
に
限
ら
れ
な
い
と
い
う
指
摘
、
そ
の
例
と
し
て
知
的
財
産
権
を
挙
げ
て
い
る
点
は
、
先
見

の
明
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
末
尾
で
「
特
許
権
も
商
標
権
も
意
匠
権
も
著
作
権
も
」「
対
世
権
と
対
人
権
」
の
「
分
類
中
に
含
め

る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
論
じ
て
い
る
趣
旨
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
知
的
財
産
権
を
結
局
「
物
権
と
債
権
（
対
世
権
と
対
人
権
）」

の
い
ず
れ
に
属
す
る
も
の
と
す
る
の
か
が
不
明
で
あ
る
。

三　
『
手
附
』
に
つ
い
て

　

戸
水
寛
人
は
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
年
）
に
、『
手
附
』
を
公
刊
し
て
い
る（

34
）。

戸
水
は
古
今
東
西
の
法
制
を
挙
げ
て
比
較
対
照
し
、
そ

の
後
で
、
私
見
を
述
べ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
戸
水
は
英
国
の
法
制
度
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る（

35
）。

英
国
で
は
手
附
（earnest-m

oney （
36
））

と
内
金
（part-paym

ent （
37
））

の

区
別
が
あ
る
。
手
附
と
は
売
買
契
約
締
結
の
証
拠
と
し
て
金
銭
ま
た
は
そ
の
他
の
微
小
な
物
件
を
与
え
る
も
の
を
い
い
、
内
金
と
は
売
買
契

約
を
締
結
す
る
や
否
や
代
金
の
一
部
分
を
支
払
う
も
の
を
い
う
。
今
日
の
英
国
の
商
業
社
会
で
は
、
手
附
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
ず
、
た
だ

内
金
の
ル
ー
ル
の
み
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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次
に
、
戸
水
は
フ
ラ
ン
ス
の
法
制
度
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る（

38
）。

フ
ラ
ン
ス
の
法
律
家
は
手
附
に
三
つ
の
意
義
を
与
え
て
い
る
。
第

一
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
五
九
〇
条
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
同
条
に
よ
れ
ば
、「
手
附
を
出
し
て
売
買
契
約
を
締
結
し
た
時
、
結
約

者
の
一
方
が
左
の
条
件
を
行
う
場
合
に
は
、
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
手
附
を
渡
し
た
者
は
そ
の
手
附
を
自
己
の
損

失
と
な
す
こ
と
。
手
附
を
受
け
取
っ
た
者
は
そ
の
手
附
の
二
倍
額
を
返
還
す
る
こ
と
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
条
文
に
よ
れ
ば
、
手

附
を
自
己
の
損
失
と
す
る
か
、
ま
た
は
、
手
附
の
二
倍
額
を
返
還
す
る
と
き
は
結
約
者
は
い
つ
で
も
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ

う
で
あ
る
な
ら
ば
、
手
附
は
結
約
者
に
解
除
権
を
留
保
す
る
目
的
を
も
っ
て
支
払
っ
た
金
額
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
種
の
手
附
を
フ
ラ
ン

ス
語
で
はdedit

﹇
違
約
金
﹈
と
称
す
る
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
語
のR

eugeld

﹇
解
約
金
﹈
に
相
当
す
る
。
第
二
の
意
義
に
お
い
て
は
、
手
附
と

は
売
買
契
約
締
結
の
記
標
と
し
て
買
主
よ
り
売
主
に
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
手
附
をdenier à D

ieu

﹇
内
金
﹈
と
い
う
。
ド
イ

ツ
語
のG

ottesp
fen

n
ig

及
び
中
世
ラ
テ
ン
語
のD

en
ariu

s D
ei

﹇
神
の
現
金
、
手
切
れ
金
﹈
に
相
当
す
る
。
第
三
の
意
義
に
お
い
て
は
、

売
買
契
約
成
立
す
る
や
否
や
そ
の
代
価
の
内
金
と
し
て
払
い
こ
ん
だ
少
な
い
金
額
の
も
の
も
ま
た
手
附
で
あ
る
。
こ
の
種
の
手
附
を

a-com
pte

﹇
内
金
、
前
払
い
金
﹈
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
英
国
法
の
い
わ
ゆ
るpart-paym

ent

﹇
一
部
弁
済
﹈
に
相
当
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
民

法
で
は
第
一
の
意
義
の
手
附
の
み
を
規
定
し
、
第
二
、
第
三
の
意
義
の
手
附
を
規
定
し
て
い
な
い
が
、
民
法
に
お
い
て
第
二
、
第
三
の
意
義

の
手
附
を
設
け
る
こ
と
を
禁
じ
た
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
反
対
の
証
拠
が
な
い
以
上
は
第
一
の
手
附
で
あ
る
と
推
定
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ

る
。

　

次
に
、
戸
水
は
ロ
ー
マ
法
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る（

39
）。

ロ
ー
マ
の
古
い
記
録
に
お
い
て
は
手
附
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
い

た
っ
て
少
な
い
。
け
だ
し
、
手
附
を
授
受
す
る
慣
習
は
ロ
ー
マ
固
有
の
も
の
で
は
な
く
、
外
国
か
ら
輸
入
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

発
達
し
た
段
階
の
ロ
ー
マ
法
に
よ
れ
ば
、
手
附
、
す
な
わ
ちarrha,

と
は
売
買
締
結
の
記
標
と
し
て
買
主
よ
り
売
主
に
与
え
た
物
件
を
い
う
。

通
常
は
金
銭
を
そ
の
記
標
と
し
て
払
う
が
、
必
ず
し
も
金
銭
に
限
ら
な
い
。
ま
た
、Justinianus

﹇
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
﹈
の

　
（
一
二
三
七
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Institutiones

﹇
法
学
提
要
﹈
に
よ
れ
ば
、
買
主
が
も
し
約
束
を
履
行
し
な
い
と
き
は
既
に
差
し
入
れ
た
手
附
を
失
い
、
売
主
が
も
し
約
束

を
履
行
し
な
い
と
き
は
既
に
受
け
取
っ
た
手
附
の
二
倍
を
買
主
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
五
九
〇
条
及
び
わ
が
新

民
法
五
五
七
条
の
規
定
は
皆
こ
こ
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
戸
水
は
ド
イ
ツ
法
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る（

40
）。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
法
律
は
ロ
ー
マ
法
と
ド
イ
ツ
固
有

の
慣
習
と
を
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
固
有
の
慣
習
に
よ
れ
ば
物
件
を
売
買
す
べ
し
と
の
契
約
は
合
意
の
み
に
て
は
完
結
せ
ず
、
そ
の

契
約
完
結
の
記
標
と
し
て
草
茎
藁
蘂
等
を
授
受
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
こ
れ
をfestuca

﹇
若
枝
、
藁
、
茎
﹈、stipula

﹇
茎
、
藁
﹈、w

adia

な
ど
と
い
う
。
ま
た
、
そ
の
記
標
は
必
ず
し
も
草
茎
藁
蘂
に
限
ら
ず
、
い
か
な
る
物
件
を
用
い
て
も
差
し
支
え
な
い
。
買
主
が
も
し
そ
の
記

標
と
し
て
多
少
の
金
額
を
払
う
と
き
は
後
日
代
価
を
支
払
う
に
際
し
、こ
れ
を
計
算
の
う
ち
に
入
れ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。
か
つ
て
は
、

か
く
の
ご
と
く
契
約
は
合
意
の
み
に
よ
っ
て
成
立
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
契
約
は
合
意
の
み
に
よ
っ
て
成
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
故
に

草
茎
藁
蘂
等
の
授
受
は
跡
を
絶
っ
た
が
、
契
約
締
結
の
記
標
と
し
て
手
附
を
払
う
慣
習
は
依
然
と
し
て
存
し
、
ロ
ー
マ
法
の
い
わ
ゆ
る

arrha

す
な
わ
ち
手
附
と
同
じ
効
力
を
持
つ
。
し
た
が
っ
て
、
ロ
ー
マ
法
を
ド
イ
ツ
に
お
い
て
採
用
し
て
以
来
、
今
日
に
至
っ
て
も
主
に
ロ

ー
マ
法
の
規
則
に
よ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
特
別
の
事
物
に
つ
い
て
は
、
な
お
、P

artikularrecht

（
特
別
法
）
と
し
て
固
有
の
法
律
を
用

い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
婢
僕
を
雇
い
入
れ
る
に
あ
た
っ
て
給
金
の
幾
分
か
を
前
に
払
い
お
く
慣
習
は
処
々
に
存
在
す
る
。
こ
れ

ら
の
地
方
の
慣
習
に
よ
れ
ば
こ
れ
を
払
う
の
で
な
け
れ
ば
雇
い
入
れ
の
契
約
は
完
結
し
な
い
。
こ
れ
をdenarius D

ei

ま
た
は

G
ottespfennig

と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
慣
習
は
フ
ラ
ン
ス
に
も
ま
た
存
在
し
、
そ
の
手
附
をdenier à D

ieu

と
い
う
。

　

ド
イ
ツ
の
現
行
法
に
よ
れ
ば
、
手
附
は
概
し
て
契
約
締
結
の
記
標
と
し
て
一
方
よ
り
他
方
に
与
え
る
物
件
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
違
約
罰

の
性
質
を
帯
び
る
の
を
常
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
手
附
を
与
え
た
者
が
も
し
契
約
を
履
行
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
手
附
を
失
う
。
し
か
し
、

手
附
を
受
け
取
っ
た
者
が
契
約
を
履
行
し
な
く
て
も
、
こ
れ
が
た
め
に
手
附
の
倍
額
を
返
還
す
る
に
は
及
ば
な
い
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
法
と

　
（
一
二
三
八
）
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か
つ
て
の
ロ
ー
マ
法
及
び
フ
ラ
ン
ス
法
と
異
な
る
点
で
あ
る
。

　

一
般
に
、
手
附
は
契
約
締
結
の
記
標
に
し
て
か
つ
罰
金
の
性
質
を
兼
ね
る
と
い
っ
て
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
単
に
罰
の
性
質
を
帯
び
、
契

約
締
結
の
記
標
と
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
買
お
う
と
欲
す
る
者
は
ま
ず
幾
分
か
の
金
額
を
払
い
置
き
、
契
約
締
結
の
猶
予
を
求

め
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
と
き
は
も
し
、
猶
予
期
限
内
に
お
い
て
こ
れ
を
完
結
さ
せ
な
い
と
き
は
手
附
を
払
っ
た
者
は
、
そ
の
手
附

を
失
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
、arrha poenitentialis

﹇
解
約
手
附
﹈
ま
た
はR

eugeld

﹇
解
約
金
﹈
と
い
う
。

　

一
九
〇
〇
年
よ
り
実
施
す
べ
き
ド
イ
ツ
新
民
法
を
み
る
と
、
そ
の
規
定
は
現
行
法
律
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
大
綱
を
挙
げ
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
。

　

新
民
法
三
三
六
条
に
よ
れ
ば
、
契
約
締
結
に
際
し
て
手
附
を
払
う
と
き
は
そ
れ
は
契
約
締
結
の
記
標
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
反
対
の
証
拠
が

な
い
以
上
は
罰
金
の
性
質
を
帯
び
る
も
の
で
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
れ
を
も
っ
て
罰
金
的
手
附
す
な
わ
ちR

eugeld

と
み
な
さ
な
い
。

　

第
三
三
七
条
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
払
っ
た
手
附
を
も
っ
て
契
約
履
行
の
一
部
分
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
こ
れ
を
当
事
者
双
方
の

間
の
計
算
中
に
入
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
。
も
し
そ
う
で
な
い
と
き
は
、
契
約
が
履
行
さ
れ
る
や
否
や
、
こ
れ
を
払
っ
た
者
に
手
附
を
返
還

す
べ
き
も
の
と
す
る
。
契
約
取
消
の
場
合
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。
第
三
三
八
条
に
よ
れ
ば
、
手
附
を
払
っ
た
者
の
過
失
に
よ
っ
て
契
約
を
履

行
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
は
手
附
を
受
け
取
っ
た
者
は
こ
れ
を
返
還
す
る
に
及
ば
な
い
。
こ
う
し
て
、
手
附
を
受
け
取
っ
た
者

が
も
し
契
約
不
履
行
を
名
目
と
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
る
と
き
は
手
附
を
も
計
算
中
に
加
え
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。
も
し
、
そ
の
よ
う
に

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
損
害
賠
償
を
受
け
取
っ
た
後
に
手
附
を
返
還
す
べ
き
も
の
と
す
る
。

　

以
上
の
事
柄
を
み
る
と
、
ド
イ
ツ
新
民
法
に
よ
れ
ば
結
約
者
双
方
間
に
手
附
の
授
受
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
が
た
め
に
結
約
者
は
損

害
賠
償
を
求
め
る
権
利
を
失
う
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
わ
が
日
本
の
新
民
法
と
異
な
る
点
で
あ
る
（
新
民
法
五
五
七
条
二
項
参
照
）。

　

ド
イ
ツ
新
民
法
に
お
い
て
は
第
三
三
六
条
よ
り
三
三
八
条
に
至
る
ま
で
皆
手
附
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
日
本
新
民
法
に
お
い
て
は
手

　
（
一
二
三
九
）
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附
の
規
定
は
た
だ
一
箇
条
、
す
な
わ
ち
五
五
七
条
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
五
五
七
条
一
項
は
、
買
主
が
売
主
に
手
附
を
交
付
し
た
と
き
は
当

事
者
の
一
方
が
契
約
の
履
行
に
着
手
す
る
ま
で
は
買
主
は
そ
の
手
附
を
放
棄
し
、
売
主
は
そ
の
倍
額
を
償
還
し
て
契
約
の
解
除
を
な
す
こ
と

が
で
き
る
と
規
定
す
る
。
こ
れ
、
す
な
わ
ち
、
解
除
権
の
留
保
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
五
九
〇
条
の
規
定
及
びJustinianus

﹇
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
﹈
のInstitutiones

﹇
法
学
提
要
﹈III23pr

．
に
記
す
と
こ
ろ
と
全
く
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
し
か
ら
ば
す
な
わ
ち
、

わ
が
立
法
者
は
わ
が
日
本
固
有
の
慣
習
を
斟
酌
す
る
と
同
時
に
主
に
ロ
ー
マ
法
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
な
ら
っ
て
こ
の
条
文
を
制
定
し
た
も
の

と
推
測
で
き
る
。

　

か
く
し
て
、
戸
水
は
、
次
の
よ
う
に
結
論
を
述
べ
る
。

　

以
上
に
記
し
た
よ
う
に
、
手
附
に
関
し
て
諸
国
の
法
律
規
則
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
互
い
に
相
異
な
る
所
以
を
推
考
す
る
と
、
大
抵
は

理
論
に
基
づ
い
て
そ
の
規
則
を
定
め
た
の
で
は
な
く
、
旧
来
の
慣
習
に
従
っ
て
こ
れ
を
定
め
た
が
故
に
諸
国
の
法
律
は
互
い
に
相
異
な
る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
慣
習
に
拘
泥
せ
ず
、
純
理
に
基
づ
い
て
手
附
の
目
的
を
論
ず
る
と
、
契
約
締
結
の
記
標
と
し

て
手
附
を
与
え
る
の
は
必
ず
し
も
今
日
の
事
情
に
適
さ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
理
由
の
み
に
よ
っ
て
手
附
の
目
的
を
説
明
し

た
と
し
て
も
、
も
ど
か
し
い
だ
け
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
手
附
を
交
付
し
た
者
が
契
約
を
履
行
し
な
い
と
き
は
そ
の
手
附
を
失
う
と

し
て
も
、
こ
れ
は
契
約
締
結
の
記
標
で
あ
る
が
ゆ
え
で
は
な
く
、
そ
の
ほ
か
に
相
当
の
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
、
代
価
の

一
部
分
を
支
払
う
の
は
手
附
の
目
的
で
あ
ろ
う
か
。
い
や
、
こ
れ
は
そ
の
真
の
目
的
で
は
な
い
。
ど
こ
の
国
に
お
い
て
も
商
人
の
な
す
と
こ

ろ
を
み
る
と
、
手
附
と
し
て
払
う
金
銭
は
実
に
少
額
に
す
ぎ
ず
、
お
よ
そ
こ
れ
を
も
っ
て
一
部
の
支
払
い
と
み
な
す
べ
き
価
値
が
あ
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
手
附
の
目
的
は
純
理
よ
り
こ
れ
を
い
え
ば
、
契
約
解
除
権
の
留
保
に
あ
り
、
ゆ
え
に
わ
が
新
民

法
に
お
い
て
も
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
お
い
て
も
、
ま
た
ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
も
、
み
な
こ
の
純
理
に
基
づ
い
て
手
附
を
交
付
し
た
者
が
契
約
を

履
行
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
手
附
を
失
い
、
手
附
を
受
け
取
っ
た
者
は
、
こ
れ
を
履
行
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
倍
額
を
償
還
し
な
け
れ
ば
な

　
（
一
二
四
〇
）
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ら
な
い
と
し
た
と
い
う
者
も
い
る
。
し
か
し
、
私
は
、
解
除
権
の
留
保
を
も
っ
て
手
附
の
目
的
と
す
る
の
は
不
条
理
の
甚
だ
し
い
も
の
で
あ

る
と
考
え
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
結
約
者
の
一
方
が
契
約
を
履
行
し
な
い
と
き
は
、
他
の
一
方
に
お
い
て
は
時
と
し
て
巨
大
な
損
害
を
被

る
こ
と
が
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
、
買
主
が
手
附
を
捨
て
て
売
買
を
解
除
す
る
と
き
は
、
売
主
は
果
た
し
て
こ
れ
に
満
足
す

べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
契
約
不
履
行
の
た
め
に
債
権
者
に
巨
大
な
損
害
を
及
ぼ
す
場
合
に
お
い
て
は
僅
少
の
手
附
ま
た
は
そ
の
倍
額
を
得
て
も

っ
て
満
足
す
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
わ
が
新
民
法
等
に
お
い
て
、
解
除
権
の
留
保
を
目
的
と
し
て
手
附
の
規
則
を
定
め

た
と
い
う
の
は
、
そ
の
当
を
得
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
手
附
の
真
の
目
的
は
、
手
附
を
払
っ
た
者
を
し
て
な
る

べ
く
契
約
を
履
行
せ
し
め
る
一
誘
引
物
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
手
附
流
れ
と
な
る
の
は
遺
憾
だ
か
ら
、
な
る
べ
く
契
約
を
履
行
し
よ
う
と
の

念
慮
が
普
通
一
般
に
起
こ
る
べ
き
も
の
と
信
ず
る
。
こ
う
考
え
る
と
、
手
附
の
交
付
は
担
保
の
性
質
を
帯
び
る
も
の
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ

う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
手
附
を
差
し
入
れ
る
者
が
も
し
契
約
を
履
行
し
な
い
と
き
は
、
手
附
を
失
う
と
定
め
る
の
は
そ
の
当
を
得
た
も
の
で

あ
る
と
い
え
ど
も
、
そ
の
性
質
は
担
保
に
あ
る
が
故
に
、
も
し
契
約
不
履
行
に
よ
っ
て
損
害
を
生
ず
る
こ
と
が
大
き
い
な
ら
ば
、
手
附
を
交

付
し
た
者
は
単
に
こ
れ
を
失
う
故
を
も
っ
て
損
害
に
関
し
、
責
任
を
免
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
契
約
を
履
行
し
な
い
者
は
、

不
履
行
よ
り
生
ず
る
損
害
を
償
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
手
附
の
契
約
は
附
従
の
契
約
で
あ
る
。
結
約
者
は
こ
の
附
従
の
契
約

の
た
め
に
拘
束
さ
れ
ず
、
本
体
の
契
約
を
履
行
さ
せ
る
権
利
を
有
す
べ
き
で
あ
り
、
従
っ
て
、
そ
の
不
履
行
よ
り
生
ず
る
損
害
の
賠
償
を
求

め
る
権
利
を
有
す
べ
き
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
新
民
法
に
お
い
て
こ
の
権
利
を
結
約
者
に
付
与
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
新
民
法
に
お
い
て

は
別
に
特
約
を
結
ぶ
の
で
な
け
れ
ば
結
約
者
は
こ
の
権
利
を
享
有
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
嘆
か
わ
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
戸
水
は
、
契
約
の
拘
束
力
を
重
視
し
、
手
附
を
解
除
権
の
留
保
と
み
る
よ
り
も
、
違
約
手
附
の
よ
う
に
契
約
の
拘
束
力
を

強
め
る
も
の
と
解
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
手
附
を
違
約
手
附
と
と
ら
え
、
違
約
さ
れ
た
方
は
、
手
附
流
れ
以
外
に
損
害
賠
償
を
請
求
し
う

　
（
一
二
四
一
）
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る
と
す
る
。
一
般
に
民
法
五
五
七
条
一
項
は
、
手
附
を
解
約
手
附
と
推
定
す
る
規
定
だ
と
解
さ
れ
て
い
る
が（

41
）、

戸
水
は
こ
の
考
え
方
を
批
判

し
、
そ
れ
と
異
な
る
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
彼
に
は
「
契
約
を
破
る
自
由
」
を
認
め
る
と
い
う
発
想
は
お
よ
そ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

四　

制
限
超
過
利
息
に
関
す
る
法
学
協
会
の
討
論
に
つ
い
て

　

明
治
前
期
に
は
、
東
京
帝
国
大
学
を
母
体
と
し
た
法
学
協
会
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
法
学
上
の
討
論
が
行
わ
れ
、
そ
の
記
録
が
法
学
協
会

雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
た（

42
）。

戸
水
寛
人
が
論
者
と
し
て
登
場
す
る
一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
年
）
の
討
論
を
見
て
み
よ
う
。

　

討
論
題
は
（
口
語
訳
す
る
と
）「
甲
は
乙
の
依
頼
に
よ
り
高
利
を
も
っ
て
若
干
の
金
額
を
乙
に
貸
し
付
け
た
。
そ
れ
以
来
、
乙
は
約
定
通

り
の
利
息
を
払
っ
て
き
た
が
、
甲
が
そ
の
元
金
返
済
の
催
促
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
乙
は
こ
れ
ま
で
既
に
払
い
込
ん
だ
利
息
は
制
限
額
を
超

過
し
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
そ
の
超
過
す
る
部
分
を
元
金
か
ら
控
除
し
、
残
額
の
み
を
返
済
し
よ
う
と
し
た
。」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
討
論
の
前
提
と
し
て
、
当
時
の
利
息
制
限
法
は
現
行
法
と
は
若
干
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
す
な
わ
ち
、
旧
利
息
制

限
法
（
明
治
一
〇
年
九
月
一
一
日
、
太
政
官
布
告
六
六
号
）
二
条
は
「
契
約
上
ノ
利
息
ト
ハ
人
民
相
互
ノ
契
約
ヲ
以
テ
定
メ
得
ヘ
キ
所
ノ
利

息
ニ
シ
テ
元
金
百
円
未
満
ハ
一
ケ
年
ニ
付
百
分
ノ
十
五
（
一
割
五
分
）
百
円
以
上
千
円
未
満
ハ
百
分
ノ
十
二
（
一
割
二
分
）
千
円
以
上
百
分

ノ
十
（
一
割
）
以
下
ト
ス
若
シ
此
限
ヲ
超
過
ス
ル
分
ハ
裁
判
上
無
効
ノ
モ
ノ
ト
シ
各
其
制
限
ニ
マ
テ
引
直
サ
シ
ム
ヘ
シ
」
と
規
定
し
て
お
り
、

制
限
超
過
利
息
を
「
裁
判
上
無
効
」
と
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
解
釈
が
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
甲
の
立
場
に
立
っ
て
論
ず
る
者
は
中
橋

徳
五
郎（

43
）で

あ
り
、
乙
の
立
場
に
立
っ
て
論
ず
る
者
は
戸
水
寛
人
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
第
一
席
と
し
て
中
橋
徳
五
郎
が
登
場
し
、
次
の
よ
う
に
論
ず
る（

44
）。

　
（
一
二
四
二
）
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本
問
題
は
元
来
、
わ
が
国
の
利
息
制
限
法
が
元
と
な
り
、
こ
の
訴
訟
が
出
て
き
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
第
一
に
利
息
制
限
法
の
精
神

を
吟
味
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
そ
の
精
神
を
吟
味
す
る
に
は
、
利
息
制
限
法
を
制
定
し
た
立
法
者
の
意
思
を
探
る
こ
と
を
も
っ
て

足
り
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
問
題
は
不
法
契
約
の
一
つ
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
不
法
契
約
の
本
性
を
説
か
な
け
れ
ば
立

法
者
の
精
神
を
も
会
得
し
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
そ
の
概
略
を
述
べ
た
後
、
立
法
者
の
精
神
を
説
こ
う
。

　

私
（
中
橋
）
は
不
法
契
約
を
三
種
に
分
類
す
る
。
第
一
は
、
刑
法
規
則
に
反
し
、
道
徳
の
法
網
に
背
き
、
社
会
の
公
安
を
傷
害
す
る
も
の
。

第
二
は
、
立
法
者
の
親
切
に
よ
っ
て
、
結
約
者
間
の
詐
欺
強
迫
等
を
防
ぐ
た
め
に
設
け
た
法
律
に
抵
触
す
る
も
の
。
第
三
は
、
政
府
の
都
合

に
よ
り
、
罰
金
を
科
す
る
法
律
規
則
に
抵
触
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
の
も
の
は
、
道
徳
に
背
き
社
会
の
公
安
を
傷
害
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
政
府
が
こ
の
よ
う
な
契
約
を
保
護
し
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ
り
、
別
に
議
論
を
要
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
契
約
は
す
べ
て

無
効
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
第
三
の
場
合
は
、
租
税
を
と
ろ
う
と
す
る
か
、
ま
た
は
法
律
規
則
に
定
め
た
手
続
を
経
ず
し
て
物
品
を
売
買

す
る
者
ら
を
罰
す
る
精
神
に
よ
っ
て
制
定
し
た
規
則
に
抵
触
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
契
約
の
本
性
は
元
来
不
法
の
も
の
で
は
な
い
。
た
だ

政
府
の
都
合
に
よ
っ
て
発
布
さ
れ
た
法
律
規
則
に
抵
触
し
た
も
の
で
あ
り
、
不
幸
に
も
不
法
契
約
の
名
を
蒙
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
立
法

者
に
お
い
て
も
契
約
を
無
効
と
す
る
意
図
は
な
く
、
た
だ
こ
れ
に
罰
金
を
課
す
る
こ
と
を
も
っ
て
足
り
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

契
約
は
罰
金
を
課
さ
れ
た
後
と
い
え
ど
も
依
然
と
し
て
結
約
者
間
に
存
在
し
、
立
法
者
も
ま
た
十
分
こ
れ
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二

の
場
合
は
、
第
一
の
場
合
と
第
三
の
場
合
の
中
間
に
あ
る
。
第
二
の
場
合
も
そ
の
本
性
は
決
し
て
不
法
の
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
、
借
主
が

利
息
の
高
低
を
問
う
い
と
ま
も
な
く
、
や
む
を
え
ず
高
利
の
借
金
を
し
た
と
の
推
測
よ
り
設
け
た
法
律
に
抵
触
し
た
こ
と
に
よ
り
、
不
法
の

名
を
蒙
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
立
法
者
も
た
と
い
親
切
心
よ
り
富
者
（
貸
主
）
を
制
し
貧
者
（
借
主
）
を
憐
れ
も
う
と
し
た
と
し
て
も
、

元
来
不
法
で
は
な
い
契
約
を
全
く
無
効
と
す
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
ゆ
え
に
そ
の
一
部
を
保
護
し
て
そ
の
他
の
一
部
を
無
効
と
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
元
来
不
法
で
は
な
い
も
の
を
立
法
者
が
自
ら
の
親
切
よ
り
推
測
し
て
結
約
者
の
一
方
に
詐
欺
あ
り
、
強
迫
あ
り
と

　
（
一
二
四
三
）
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し
て
、
他
の
一
方
の
者
を
保
護
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
立
法
者
が
こ
れ
ら
の
契
約
を
見
る
の
は
、
第
一
種
に
属
す
る
契
約
を
見
る
の
と
大

い
に
そ
の
趣
を
異
に
す
る
。
こ
れ
は
推
測
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
推
測
を
打
ち
消
す
に
足
る
事
情
が
出
現
す
る
か
、
ま
た
は
反

対
の
事
情
が
出
て
き
た
と
き
は
、
す
な
わ
ち
、
借
主
に
詐
欺
悪
意
ま
た
は
落
ち
度
が
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
と
き
は
、
い
か
に
立
法
者

が
貸
主
を
憎
み
こ
れ
を
制
し
よ
う
と
し
、
借
主
を
憐
れ
み
こ
れ
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
大
き
い
と
し
て
も
、
な
お
借
主
を
保
護
し
な

い
わ
け
に
は
行
か
な
い
と
は
い
え
な
い
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
す
な
わ
ち
、
同
等
に
不
正
の
位
置
に
立
つ
者
を
保
護
し
な
い
の
は
法
律
の
原

則
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
本
問
題
の
場
合
は
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
同
等
不
正
の
位
置
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
貸
主
は
借
主
の
必
迫

を
窺
い
、
非
常
に
高
い
利
息
を
約
し
た
と
の
推
測
が
働
く
と
い
え
ど
も
、
借
主
に
お
い
て
な
お
重
く
詐
欺
悪
意
落
ち
度
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

い
ま
、
も
し
借
主
、
す
な
わ
ち
被
告
乙
が
真
に
一
時
の
窮
迫
に
陥
り
、
前
後
を
顧
み
利
息
の
高
低
を
比
較
す
る
い
と
ま
が
な
か
っ
た
と
し
よ

う
。
す
な
わ
ち
、
被
告
乙
に
お
い
て
、
本
問
題
に
あ
る
よ
う
に
数
年
間
制
限
外
の
利
息
を
払
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
被

告
乙
に
お
い
て
は
、
そ
の
利
息
制
限
法
に
抵
触
す
る
契
約
で
あ
る
こ
と
を
あ
く
ま
で
承
知
し
な
が
ら
数
年
間
、
依
然
と
し
て
そ
の
利
息
を
払

っ
て
き
た
。
原
告
甲
が
そ
の
元
金
を
請
求
す
る
に
当
た
り
、
突
然
、
制
限
外
の
利
息
の
払
戻
し
を
請
求
し
た
。
こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、

高
利
を
も
っ
て
原
告
を
欺
き
、
法
律
を
楯
に
し
て
他
人
を
害
し
自
分
に
利
益
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
詐
欺
落
ち
度
が

あ
る
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
原
告
甲
に
対
し
て
立
法
者
よ
り
不
幸
な
推
測
が
あ
る
と
し
て
も
、
被
告
乙
に
お
い
て
も
同
様
に

詐
欺
落
ち
度
が
あ
る
の
で
、
原
告
に
お
い
て
は
制
限
外
の
利
息
を
払
い
戻
す
義
務
は
な
い
と
考
え
る
。
こ
れ
、
す
な
わ
ち
原
告
第
一
の
論
拠

で
あ
る
。
原
告
に
お
い
て
今
い
っ
そ
う
強
い
論
拠
と
す
る
も
の
は
利
息
制
限
法
の
解
釈
法
で
あ
る
。
明
治
一
〇
年
九
月
一
一
日
布
告
第
六
六

条
利
息
制
限
法
第
二
条
に
い
う
、
契
約
上
の
利
息
と
は
、
人
民
相
互
の
契
約
を
も
っ
て
定
め
る
こ
と
の
で
き
る
利
息
で
あ
り
、
元
金
百
円
以

下
は
一
年
に
つ
き
百
分
の
二
〇
、
百
円
以
上
千
円
以
下
は
百
分
の
一
五
、
千
円
以
上
は
百
分
の
一
二
以
下
と
す
る
。
も
し
こ
の
制
限
を
超
過

　
（
一
二
四
四
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す
る
分
は
裁
判
上
無
効
の
も
の
と
し
、
各
制
限
に
ま
で
引
き
直
さ
し
む
べ
し
、
と
あ
り
、
こ
の
条
文
末
尾
に
い
わ
く
、「
此
限
ヲ
超
過
ス
ル

分
ハ
裁
判
上
無
効
ノ
モ
ノ
ト
ナ
シ
」
と
あ
り
、
立
法
者
が
こ
と
さ
ら
に
こ
こ
に
「
裁
判
上
無
効
ノ
モ
ノ
ト
ス
ル
」
と
い
う
も
の
は
深
意
が
あ

る
の
で
あ
ろ
う
。
い
ま
、「
裁
判
上
」
の
三
字
を
玩
味
す
る
と
、
当
時
立
法
者
の
意
図
し
た
、
も
し
こ
の
よ
う
な
契
約
を
な
す
者
が
あ
る
と

き
は
、
裁
判
上
に
お
い
て
は
無
効
と
し
て
少
し
も
保
護
を
与
え
る
べ
き
で
な
い
と
い
っ
て
も
、
結
約
者
相
互
の
好
意
に
て
こ
れ
を
払
う
の
は

勝
手
で
あ
る
と
の
意
味
で
あ
っ
た
。
も
し
そ
う
で
は
な
く
て
、
そ
の
払
込
前
と
既
に
払
い
込
ん
だ
も
の
と
を
問
わ
ず
ど
こ
ま
で
も
被
告
を
保

護
し
、
制
限
外
の
利
息
を
無
効
と
し
よ
う
と
し
た
な
ら
ば
、
な
ぜ
、
こ
こ
に
こ
と
さ
ら
に
丁
寧
に
「
裁
判
上
」
の
三
字
を
添
え
た
の
で
あ
ろ

う
。
必
ず
「
総
テ
無
効
タ
ル
ヘ
シ
」
と
か
何
と
か
非
常
に
広
い
意
味
の
文
字
を
用
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え
、
当
時
わ
が
国
に
お
い
て
経

済
の
真
理
は
世
に
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
ど
も
、
立
法
者
は
契
約
自
由
の
原
理
く
ら
い
は
承
知
し
て
い
た
。
ゆ
え
に
、
始
か
ら
契
約

を
無
効
と
す
る
精
神
は
少
し
も
な
く
、
さ
り
と
て
結
約
者
の
自
由
に
ゆ
だ
ね
る
と
き
は
、
富
者
す
な
わ
ち
貸
主
が
非
常
に
高
利
を
貪
り
、
貧

者
す
な
わ
ち
借
主
は
ま
こ
と
に
哀
れ
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
老
婆
心
よ
り
こ
の
利
息
制
限
法
を
制
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ゆ
え
に
、
立
法

者
は
始
め
よ
り
少
し
も
そ
の
契
約
を
無
効
と
す
る
意
図
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
わ
が
国
の
当
時
の
立
法
者
は
利
息
制
限
法
を
制

定
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
い
わ
ゆ
る
不
完
全
義
務
（im

perfect　

obligation （
45
））

を
作
っ
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
理
由
よ
り
、
原
告

に
お
い
て
は
被
告
よ
り
一
度
払
い
込
ん
だ
利
息
は
そ
の
制
限
外
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
払
い
戻
す
義
務
の
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
が
す
な
わ
ち
原
告
第
二
の
論
拠
で
あ
る
。

　

被
告
の
ほ
う
に
お
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
を
引
用
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
利
息
制
限
法
の
施
行
さ
れ
た
当
時
に
お
い
て
、
本
題
の
よ
う
な
場

合
に
お
い
て
は
常
に
原
告
に
払
戻
し
を
さ
せ
た
と
い
う
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
利
息
制
限
法
は
わ
が
国
の
利
息
制
限
法
と
一
致
し
な
い
点
も
多
く

あ
り
、
か
つ
、
イ
ギ
リ
ス
法
学
者
の
癖
と
し
て
先
例
の
み
に
依
拠
し
論
ず
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
直
ち
に
そ
の
判
決
を
引
用
し
、
わ
が
国
の

利
息
制
限
法
の
適
用
に
当
て
は
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
（
一
二
四
五
）
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ま
た
、
被
告
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
不
当
利
得
を
引
用
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
が
、
こ
れ
も
本
題
に
は
当
た
ら
な
い
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
、
原
告
が
既
に
前
に
弁
論
し
た
よ
う
に
、
契
約
は
ど
こ
ま
で
も
成
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
被
告
に
お
い
て
は
十
分
こ
れ
を
払
う
義
務

が
あ
る
も
の
で
あ
り
、
た
だ
裁
判
上
に
お
い
て
こ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
不
都
合
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
ゆ
え
に
こ
の
契
約
に
つ

い
て
は
始
め
か
ら
少
し
も
不
当
の
原
素
を
含
有
し
な
い
。

　

以
上
、
二
個
の
論
拠
が
あ
る
に
よ
り
、
原
告
に
お
い
て
は
既
に
被
告
が
払
い
込
ん
だ
制
限
外
の
利
息
を
払
い
戻
す
義
務
が
な
い
も
の
と
し
、

被
告
に
対
し
て
元
金
の
返
済
を
請
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
第
二
席
と
し
て
戸
水
寛
人
が
登
場
す
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
論
ず
る（

46
）。

　

い
ま
、
甲
主
論
者
が
述
べ
た
説
は
、
要
す
る
に
、
被
告
に
対
し
て
攻
撃
を
加
え
た
論
点
は
二
個
に
す
ぎ
な
い
。
第
一
は
、
原
告
被
告
双
方

と
も
過
失
が
あ
り
、
被
告
は
既
に
高
利
の
利
息
を
支
払
い
、
も
っ
て
自
己
の
約
束
を
履
行
し
、
利
息
金
の
対
物
権
は
既
に
原
告
に
移
っ
た
の

で
、
被
告
は
決
し
て
こ
れ
を
取
り
戻
す
権
利
は
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
二
は
、
明
治
一
〇
年
九
月
一
一
日
の
布
告
の
解
釈
論
で
あ

り
、
甲
主
論
者
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
こ
の
布
告
は
す
な
わ
ち
被
告
に
対
し
不
充
分
義
務
（
自
然
債
務
）
を
課
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告

は
既
に
こ
の
義
務
を
尽
く
し
た
以
上
は
決
し
て
こ
れ
を
取
り
戻
す
権
利
は
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
な
お
、
甲
主
論
者
は
仮
想

の
論
点
を
設
け
て
、
被
告
は
斯
く
斯
く
言
う
で
あ
ろ
う
、
か
よ
う
に
論
ず
る
で
あ
ろ
う
と
し
て
、
種
々
の
心
配
を
し
て
お
ら
れ
る
が
、
乙
主

論
者
に
お
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
を
持
ち
出
す
つ
も
り
は
な
く
、
不
当
利
得
説
を
持
ち
出
す
つ
も
り
も
な
く
、
純
然
た
る
日
本
法
に
よ
っ
て

議
論
を
立
て
る
つ
も
り
で
あ
る
か
ら
、
甲
主
論
者
の
提
出
さ
れ
た
仮
想
の
論
点
に
関
し
て
は
一
言
を
費
や
す
必
要
も
な
い
。
ゆ
え
に
、
た
だ

い
ま
甲
主
論
者
に
答
弁
す
る
に
当
た
っ
て
前
に
も
大
要
を
挙
げ
た
よ
う
に
、
甲
主
論
者
の
二
個
の
要
点
を
打
ち
砕
け
ば
足
り
る
と
思
う
。
し

か
し
、
こ
れ
を
打
ち
砕
く
に
は
順
序
を
追
っ
て
第
一
点
よ
り
始
め
る
は
ず
で
あ
る
が
、
甲
主
論
者
の
論
拠
は
第
二
点
に
あ
り
、
第
一
点
は
わ

　
（
一
二
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ず
か
に
こ
れ
に
付
属
す
る
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
乙
主
論
者
は
ま
ず
第
二
点
を
論
じ
て
そ
の
後
に
第
一
点
に
移
り
た
い
。

　

外
国
の
利
息
制
限
法
を
見
る
と
、
も
し
そ
の
制
限
を
超
過
す
る
と
き
は
す
で
に
貸
し
渡
し
た
元
金
ま
で
も
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
と

い
う
制
度
を
立
て
た
国
も
あ
り
、
ま
た
、
元
金
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
に
も
せ
よ
、
一
文
の
利
子
も
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
法

を
立
て
た
国
も
あ
る
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
現
行
法
の
よ
う
に
、
利
息
制
限
法
の
全
く
な
い
国
も
あ
る
。
し
か
れ
ど
も
、
わ
が
国
の
利
息
制

限
法
に
お
い
て
は
元
金
の
返
還
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
利
息
を
も
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
利
子
は
約
束
ど
お

り
の
利
子
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
で
で
あ
り
、
法
律
に
定
め
て
あ
る
利
子
は
十
分
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
一
〇
年

九
月
一
一
日
の
布
告
第
二
条
に
い
わ
く
、
契
約
上
の
利
息
と
は
人
民
相
互
の
契
約
を
も
っ
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
利
息
で
あ
り
、
元
金
百

円
以
下
は
一
年
に
つ
き
百
分
の
二
十
、
百
円
以
上
千
円
以
下
は
百
分
の
十
五
、
千
円
以
上
は
百
分
の
十
二
以
下
と
す
る
。
こ
の
限
度
を
超
過

す
る
分
は
裁
判
上
無
効
の
も
の
と
し
、
各
制
限
に
ま
で
引
き
な
お
さ
せ
る
べ
き
だ
と
規
定
す
る
。
こ
の
法
律
を
解
釈
す
る
方
法
は
二
、
三
あ

る
。
私
は
甲
主
論
者
と
解
釈
方
法
を
異
に
す
る
が
ゆ
え
に
、
ま
ず
、
そ
の
二
、
三
を
挙
げ
て
そ
の
後
、
甲
主
論
者
に
答
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

第
一
の
解
釈
は
、
す
な
わ
ち
、
甲
主
論
者
の
よ
う
な
解
釈
で
あ
り
、
こ
の
法
律
は
借
主
に
不
充
分
義
務
（
自
然
債
務
）
を
生
ず
る
と
の
解

釈
で
あ
る
。

　

第
二
に
は
、
す
な
わ
ち
、
貸
借
の
契
約
は
有
効
だ
が
、
利
息
の
制
限
を
超
過
す
る
分
だ
け
は
無
効
で
あ
り
、
こ
の
部
分
の
履
行
請
求
に
は

法
律
は
助
け
を
与
え
る
べ
き
で
な
い
。
か
つ
、
こ
の
制
限
を
超
過
す
る
部
分
は
全
く
無
効
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
法
律
上
の
観
点
か
ら
す
る

と
あ
る
も
な
き
も
同
然
で
あ
り
、
借
主
の
ほ
う
に
は
義
務
の
影
も
形
も
生
ず
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。

　

第
三
は
、
不
当
利
得
説
で
あ
り
、
貸
借
契
約
は
初
め
よ
り
成
立
す
る
こ
と
な
く
、
換
言
す
れ
ば
全
く
無
効
で
あ
る
が
、
借
主
は
人
の
金
を

使
用
し
な
が
ら
な
ん
ら
の
報
酬
を
与
え
な
い
と
き
は
至
極
不
当
の
こ
と
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
フ
ラ
ン
ス
風
に
説
け
ば
、
こ
こ
に
準
契
約
が
あ

る
と
み
な
し
て
、
法
律
上
に
定
め
た
利
子
を
払
わ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
不
当
の
利
得
は
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

　
（
一
二
四
七
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原
則
か
ら
き
た
規
則
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。

　

こ
の
第
三
説
は
一
応
尤
も
な
解
釈
で
あ
り
、
原
則
上
か
ら
論
ず
る
と
き
は
こ
の
よ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一
歩
退
い
て
考
え
れ
ば
、

こ
の
布
告
は
明
治
一
〇
年
に
出
た
布
告
で
あ
る
か
ら
、
当
時
の
情
況
を
回
顧
す
る
と
こ
の
解
釈
は
高
尚
に
過
ぎ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
当
時
官
民
共
に
知
識
が
低
度
に
あ
る
折
柄
で
あ
る
か
ら
、
深
い
原
則
な
ど
の
考
え
は
脳
裏
に
浮
か
ば
な
か
っ
た
か
と
疑

わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
第
三
説
を
捨
て
て
第
一
か
第
二
の
解
釈
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
、
第
一
の
甲
主
論
者

の
解
釈
は
前
に
も
言
っ
た
よ
う
に
あ
ま
り
感
服
し
な
い
が
ゆ
え
に
、
一
言
を
呈
し
た
い
と
思
う
。
私
は
第
二
の
解
釈
を
主
張
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

甲
主
論
者
の
解
釈
を
考
え
る
と
、
甲
主
論
者
は
「
裁
判
上
」
の
三
字
を
金
科
玉
条
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
が
、
お
よ
そ
法
律
は
こ
の
よ
う

な
二
字
か
三
字
に
拘
泥
し
て
解
釈
を
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
必
ず
法
律
の
全
体
を
見
て
解
釈
を
下
す
べ
き
で
あ
る
と
の
原
則
が
あ
る
。
も

し
、
甲
主
論
者
が
こ
の
三
字
に
過
大
の
価
値
を
付
す
る
こ
と
を
欲
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
布
告
の
全
体
を
見
て
ほ
し
い
。
第
一
条
に
は
、
す
な

わ
ち
、
金
銀
貸
借
上
の
利
息
を
分
類
し
て
契
約
上
の
利
息
と
法
律
上
の
利
息
と
す
る
と
あ
る
。
し
か
ら
ば
、
こ
の
二
種
の
利
息
の
ほ
か
の
利

息
類
似
の
も
の
は
決
し
て
こ
の
法
律
の
い
わ
ゆ
る
利
息
で
は
な
い
。
か
く
し
て
、
第
二
条
に
は
契
約
上
の
利
息
の
解
義
を
下
し
、
か
つ
利
息

制
限
の
効
力
を
記
し
、
第
三
条
に
は
法
律
上
の
利
息
の
解
義
を
下
し
、
か
つ
そ
の
金
額
を
定
め
る
。
こ
の
よ
う
に
、
法
律
は
順
序
を
追
っ
て

こ
の
二
種
の
利
息
を
記
す
が
ゆ
え
に
法
律
を
解
釈
す
る
も
の
は
必
ず
こ
の
三
条
を
対
比
し
て
、
こ
の
法
律
の
利
息
金
各
種
類
に
釈
義
を
下
す

こ
と
が
偶
然
で
は
な
い
こ
と
を
知
り
、
条
文
の
全
体
を
見
て
解
釈
を
下
す
べ
き
で
あ
る
。
第
二
条
に
記
す
契
約
上
の
利
息
の
釈
義
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
契
約
上
の
利
息
と
は
人
民
相
互
云
々
よ
り
千
円
以
上
百
分
の
一
二
以
下
と
す
る
ま
で
は
、
契
約
上
の
利
息
の
釈
義

で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
こ
の
釈
義
中
に
記
さ
れ
た
制
限
を
超
過
す
る
利
息
は
こ
の
法
律
の
い
わ
ゆ
る
契
約
上
の
利
息
で
は
な
い
。
法
律
の
見
地

か
ら
す
れ
ば
、
制
限
超
過
の
分
は
初
め
よ
り
契
約
外
の
も
の
で
あ
り
、
言
葉
を
変
え
て
言
え
ば
初
め
よ
り
契
約
し
な
い
の
も
同
然
の
こ
と
で

　
（
一
二
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あ
る
。
人
民
相
互
に
こ
の
制
限
内
に
お
い
て
い
か
な
る
利
息
の
金
額
を
定
め
る
の
も
勝
手
で
あ
る
が
、
も
し
こ
の
制
限
を
超
過
す
る
と
き
は

そ
の
よ
う
な
利
息
は
初
め
よ
り
約
束
し
な
い
の
と
同
様
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
も
し
裁
判
所
に
出
て
こ
の
よ
う
な
利
息
を
請
求
す
る
と
し
て

も
裁
判
所
に
は
世
話
を
焼
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
裁
判
上
の
三
字
は
そ
の
よ
う
に
ま
で
金
科
玉
条
と
も
み
な
す
こ
と
が
で
き
な

い
。
た
だ
法
律
の
い
わ
ゆ
る
契
約
上
の
利
息
で
な
い
も
の
は
契
約
外
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
裁
判
所
に
お
い
て
は
手
を
貸
す
道
理
が
な
い
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
決
し
て
借
主
に
不
充
分
義
務
（
自
然
債
務
）
を
生
ず
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
畢
竟
、
法
律
の
解
釈

は
二
字
三
字
に
拘
泥
し
て
な
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
考
え
て
ほ
し
い
。
こ
の
布
告
は
今
申
し
た
と
お
り
、
借
主
す
な
わ
ち

被
告
に
自
然
債
務
を
生
じ
な
い
以
上
は
制
限
内
の
利
子
及
び
元
金
を
払
う
ほ
か
に
、
決
し
て
義
務
の
影
も
形
も
生
じ
な
い
。
こ
れ
を
詳
説
す

れ
ば
、
被
告
は
高
利
を
支
払
う
約
束
を
な
し
た
が
、
か
の
制
限
を
超
過
す
る
部
分
は
約
束
し
な
か
っ
た
と
同
様
で
あ
り
、
被
告
に
お
い
て
は

決
し
て
こ
れ
を
支
払
う
義
務
は
な
い
。
ゆ
え
に
、
た
と
え
こ
れ
を
支
払
っ
た
後
と
い
え
ど
も
こ
れ
を
取
り
戻
す
権
利
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

　

既
に
、
甲
主
論
者
の
論
旨
中
の
第
二
要
点
を
論
じ
た
。
今
か
ら
第
一
要
点
に
移
ろ
う
。

　

甲
主
論
者
は
、
こ
の
契
約
は
も
と
も
と
不
法
の
契
約
で
あ
り
、
原
告
被
告
双
方
に
過
失
が
あ
る
が
ゆ
え
に
、
被
告
が
自
己
の
義
務
を
履
行

し
た
後
は
決
し
て
こ
れ
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
わ
れ
た
。
勿
論
、
不
法
の
契
約
で
あ
っ
て
既
に
履
行
さ
れ
た
と
き
は
結
約
者
双

方
は
互
い
に
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
の
は
、イ
ギ
リ
ス
の
法
廷
に
お
い
て
許
容
さ
れ
た
一
大
原
則
に
相
違
な
い
。
し
か
れ
ど
も
、

い
ま
だ
履
行
さ
れ
て
い
な
い
不
法
の
契
約
に
お
い
て
は
、
た
と
い
一
方
の
者
が
自
己
の
義
務
を
履
行
し
た
と
し
て
も
、
他
の
一
方
に
お
い
て

い
ま
だ
義
務
を
履
行
し
な
い
と
き
は
義
務
履
行
者
は
履
行
と
し
て
支
払
っ
た
金
銭
を
い
つ
に
て
も
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。
畢
竟
、
既
に

履
行
さ
れ
た
契
約
に
適
用
す
べ
き
原
則
は
、
い
ま
だ
履
行
さ
れ
て
い
な
い
契
約
に
適
用
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
甲
主
論
者
が
提
出
し
た
履

行
済
み
の
不
法
契
約
に
適
用
す
べ
き
原
則
に
は
決
し
て
異
論
は
な
い
が
、
今
回
の
討
論
に
か
か
る
契
約
は
既
に
履
行
さ
れ
た
契
約
で
あ
る
と

　
（
一
二
四
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い
う
に
至
っ
て
は
、
そ
も
そ
も
ま
た
異
論
を
唱
え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

試
み
に
、
今
回
の
契
約
に
お
い
て
貸
主
が
金
を
貸
し
た
ゆ
え
ん
の
も
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
借
主
の
ほ
う
か
ら
元
金
を
払
い
、
か
つ
利
子

を
払
う
の
を
目
当
て
と
し
て
貸
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
借
主
が
こ
の
二
つ
の
義
務
を
尽
く
す
こ
と
を
報
酬
（
コ
ン
シ
ダ
レ
ー
シ
ョ
ン（

47
））

と
心
得
て
貸
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
借
主
が
こ
の
二
つ
の
義
務
を
負
う
の
を
原
因
（
コ
ー
ス（

48
））

と
し
て
貸
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
借
主
が
こ
の
二
つ
の
義
務
を
履
行
す
る
の
で
な
け
れ
ば
契
約
は
既
に
履
行
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
回
の
場

合
に
お
い
て
は
、
借
主
は
既
に
利
子
を
払
っ
た
が
い
ま
だ
元
金
を
返
し
て
い
な
い
。
し
か
る
に
甲
主
論
者
は
な
お
、
契
約
は
既
に
履
行
さ
れ

た
と
い
う
が
、
半
分
履
行
さ
れ
た
契
約
は
決
し
て
全
く
履
行
さ
れ
た
契
約
で
は
な
い
。
ゆ
え
に
既
に
履
行
さ
れ
た
不
法
契
約
に
適
用
す
べ
き

原
則
は
、
今
回
の
契
約
に
適
用
す
べ
き
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
既
に
履
行
さ
れ
た
契
約
に
お
い
て
は
、
既
に
支
払
っ
た
金
銭
は
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
今
回
の
契
約
に
お
い
て
は
、
借
主
に
こ
れ
を
取
り
戻
す
権
利
が
あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
論
じ
て
く
る
と
、
甲
主
論
者
は
必
ず
こ
う
言
う
で
あ
ろ
う
。「
今
回
の
契
約
に
お
い
て
は
不
法
の
部
分
は
既
に
履
行
さ
れ
た
。

ゆ
え
に
既
に
履
行
さ
れ
た
契
約
に
適
用
す
べ
き
原
則
を
も
っ
て
こ
れ
に
適
用
す
る
こ
と
も
決
し
て
不
都
合
は
な
い
」
と
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
、
可
分
の
契
約
と
不
可
分
の
契
約
と
の
区
別
を
知
ら
な
い
論
に
過
ぎ
な
い
。
英
語
で
言
え
ば
「
ヂ
ビ
ヂ
ブ
ル
、
コ
ン
ト

ラ
ク
ト（

49
）」

及
び
「
イ
ン
ヂ
ビ
ヂ
ブ
ル
、
コ
ン
ト
ラ
ク
ト（

50
）」

の
間
に
存
す
る
区
別
を
知
ら
な
い
論
に
す
ぎ
な
い
。
可
分
の
契
約
と
は
、
契
約
は

一
つ
で
あ
る
が
そ
の
本
性
は
数
個
の
契
約
に
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
で
あ
り
、
一
例
を
挙
げ
る
と
、
品
物
を
た
く
さ
ん
買
っ
て
そ
の

品
物
の
価
格
は
一
つ
一
つ
に
区
別
し
て
明
約
し
た
が
、
契
約
者
双
方
は
こ
れ
を
一
個
の
契
約
と
し
て
取
り
扱
い
一
個
の
書
類
に
記
載
す
る
と

き
は
こ
の
一
個
の
契
約
は
そ
の
本
性
、
た
く
さ
ん
の
売
買
契
約
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
ゆ
え
に
、
こ
れ
す
な
わ
ち
純
然
た
る
可
分
契

約
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
可
分
契
約
に
お
い
て
は
そ
の
一
部
分
の
み
不
法
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
他
の
部
分
は
依
然
と

し
て
有
効
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
そ
の
不
法
の
部
分
は
既
に
履
行
さ
れ
た
と
き
は
全
契
約
は
有
効
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
既
に
支
払
っ
た
金
銭
は

　
（
一
二
五
〇
）
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決
し
て
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
今
回
の
契
約
は
そ
の
性
質
上
不
可
分
の
契
約
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
こ
れ
に
可
分
契
約
の
原

則
を
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

試
み
に
み
よ
、
今
回
の
契
約
に
お
い
て
は
貸
主
の
行
為
は
わ
ず
か
に
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
金
の
貸
渡
で
あ
る
。
借
主
に
は
、
元

金
を
返
す
こ
と
と
利
子
を
支
払
う
こ
と
と
の
二
つ
の
義
務
が
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
義
務
は
一
個
の
報
酬
を
組
織
し
て
金
の
貸
渡
に
対
応
す

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
契
約
は
そ
の
性
質
上
決
し
て
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
、
不
法
の
部
分
の
み
履
行
さ
れ
た
と
し
て
も

適
法
の
部
分
は
い
ま
だ
履
行
さ
れ
て
い
な
い
が
ゆ
え
に
、
全
履
行
の
契
約
と
同
一
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
可
分
の
契
約
に
適
用
す
べ
き

原
則
を
こ
れ
に
適
用
す
る
の
は
不
都
合
で
あ
る
。

　

畢
竟
、
可
分
の
契
約
と
不
可
分
の
契
約
と
は
は
っ
き
り
区
別
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
区
別
を
立
て
る
の
は
決
し
て
乙
主
論
者
す
な
わ

ち
被
告
の
私
見
で
は
な
く
、
欧
米
の
学
者
、
裁
判
官
の
見
解
で
あ
る
。

　

今
回
の
契
約
は
同
契
約
の
無
効
な
場
合
で
は
な
い
が
、
不
可
分
の
契
約
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
借
主
が
高
利
の
利
息
を
支
払
い
、
契
約
の
一

部
を
履
行
し
た
こ
と
は
事
実
、
争
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
え
ど
も
、
性
質
上
不
可
分
の
も
の
の
一
部
を
履
行
し
た
と
て
、
全
く
契
約
を
履

行
し
た
場
合
に
適
用
す
べ
き
原
則
を
も
っ
て
こ
れ
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
必
ず
、
い
ま
だ
履
行
さ
れ
な
い
契
約
に
適
用
す
べ
き
原

則
を
も
っ
て
こ
れ
に
適
用
す
べ
き
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
い
ま
だ
履
行
さ
れ
な
い
不
法
の
契
約
に
お
い
て
は
、
た
と
い
一
方
の
者
が
自
己
の

義
務
を
履
行
す
る
と
し
て
も
他
の
一
方
が
い
ま
だ
義
務
を
履
行
し
な
い
間
は
義
務
履
行
者
は
履
行
と
し
て
払
っ
た
金
銭
を
取
り
戻
す
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
ら
ば
借
主
は
既
に
支
払
っ
た
高
利
の
利
息
の
中
、
明
治
一
〇
年
の
布
告
の
制
限
を
超
過
す
る
分
は
い
つ
に
て
も
こ
れ
を
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
元
金
は
貸
主
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
今
度
は
借
主
の
ほ
う
か
ら
差
引
勘
定
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
（
一
二
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一
）
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次
に
、
第
三
席
と
し
て
、
高
橋
捨
六（

51
）は

次
の
よ
う
に
述
べ
る（

52
）。

　

乙
の
請
求
に
は
到
底
賛
助
し
が
た
い
。
す
な
わ
ち
、
私
は
、
既
に
支
払
っ
た
高
利
は
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
断
定
す
る
。
そ

も
そ
も
民
事
上
の
法
律
は
あ
ら
か
じ
め
、
か
く
か
く
の
ご
と
き
は
な
す
べ
し
、
ま
た
は
な
す
に
及
ば
な
い
と
人
民
に
注
意
を
し
て
お
く
も
の

で
あ
る
か
ら
、
民
事
上
の
規
則
に
違
背
し
、
他
人
に
利
益
を
与
え
、
後
日
そ
の
利
益
を
返
還
さ
せ
る
こ
と
を
請
求
し
て
も
、
裁
判
官
は
そ
の

請
求
を
受
理
し
な
い
の
み
な
ら
ず
、
か
え
っ
て
そ
の
訴
訟
を
却
下
す
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
規
則
に
違
背
し
た
所
為
に
起
因

す
る
訴
訟
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
、
賭
博
者
が
い
て
、
博
打
を
な
し
、
大
金
を
奪
わ
れ
た
と
し
て
そ
の
取
戻
し
を
訴
え
て
く
る
と
、
反

対
論
者
は
そ
の
訴
訟
を
受
理
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
い
か
な
る
反
対
論
者
と
い
え
ど
も
そ
の
取
戻
し
は
適
法
の
も
の
と
は
言
わ
な
い
で
あ
ろ

う
。
け
だ
し
、
制
限
外
の
利
息
を
払
う
よ
う
な
、
理
由
な
く
他
人
に
与
え
た
利
益
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
損
害
を
蒙
る
こ
と

こ
そ
、
民
事
上
の
法
を
犯
す
罰
で
あ
り
、
民
法
の
制
裁
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
民
法
の
制
裁
あ
れ
ば
こ
そ
、
人
皆
自
省
し
て
民
法
の
規

則
を
守
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。
か
つ
て
ロ
ー
マ
に
甲
と
い
う
者
が
い
て
、
乙
に
頼
ん
で
、
丙
を
暗
殺
し
て
く
れ
れ
ば
す
み
や
か
に
五
百
金

を
与
え
る
と
言
っ
た
。
乙
が
答
え
て
、
あ
な
た
の
た
め
に
、
私
は
丙
を
謀
殺
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ま
ず
五
百
金
を
手
渡
し
て
も
ら
わ

な
い
と
承
諾
し
が
た
い
と
述
べ
た
。
甲
は
五
百
金
を
乙
に
与
え
た
。
し
か
し
、
幾
日
を
経
て
も
乙
が
丙
を
暗
殺
す
る
様
子
が
な
い
。
甲
は
怒

り
に
堪
え
ず
五
百
金
の
取
戻
し
を
請
求
し
た
。
し
か
し
、
乙
は
こ
れ
を
返
還
し
な
い
の
で
、
甲
は
五
百
金
返
還
の
訴
訟
を
提
起
し
た
が
、
も

の
の
見
事
に
敗
訴
し
た
。
甲
方
の
反
対
論
者
は
猛
省
し
て
ほ
し
い
。

　

次
に
、
第
四
席
と
し
て
、
土
方
寧（

53
）は

次
の
よ
う
に
述
べ
る（

54
）。

　

私
は
、
原
告
甲
の
論
旨
に
賛
成
す
る
一
人
で
あ
り
、
被
告
乙
が
既
に
支
払
っ
た
制
限
超
過
の
利
息
を
差
し
引
こ
う
と
す
る
こ
と
を
不
当
の

も
の
と
し
、
甲
が
貸
与
し
た
金
銭
の
全
額
を
請
求
し
よ
う
と
す
る
者
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
以
下
に
述
べ
よ
う
。 　

（
一
二
五
二
）
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本
日
の
論
題
は
明
治
一
〇
年
の
利
息
制
限
法
第
二
条
の
解
釈
い
か
ん
に
よ
っ
て
決
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
利
息
制
限
法
の
こ
の
箇
条
を

解
釈
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
英
米
法
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
次
の
二
つ
の
原
則
を
応
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

法
律
に
適
合
し
な
い
契
約
の
中
で
、
も
し
適
法
の
部
分
と
不
適
法
の
部
分
と
を
分
割
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
適
法
の
部
分
だ

け
を
有
効
の
契
約
と
し
、
不
適
法
の
部
分
だ
け
を
無
効
と
す
る
。
あ
る
特
定
の
場
合
に
契
約
の
不
適
法
の
部
分
と
適
法
の
部
分
と
を
分
割
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
の
疑
問
は
随
分
難
し
い
問
題
で
あ
り
、
往
々
に
し
て
困
難
を
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
問
題
を
決
す
る
た
め
に

規
定
し
た
解
釈
の
規
則
な
ど
も
な
い
で
は
な
い
が
、
本
日
の
論
題
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
困
難
は
な
く
ま
た
解
釈
法
を
応
用
す
る
必
要
は
な

い
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
利
息
制
限
法
第
二
条
に
、
も
し
こ
の
「
制
限
を
超
過
す
る
分
は
裁
判
上
無
効
」
の
も
の
と
し
云
々
と
あ
る
と
こ
ろ

を
み
る
と
、
立
法
官
の
全
権
を
も
っ
て
制
限
以
上
の
利
息
を
支
払
う
べ
き
約
束
、
す
な
わ
ち
、
不
適
法
の
部
分
と
そ
の
他
の
部
分
と
を
分
割

す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
被
告
方
の
論
者
に
お
い
て
本
題
の
場
合
の
契
約
は
分
割
し
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
す
る

な
ら
ば
、
こ
の
契
約
の
全
部
を
も
っ
て
有
効
の
も
の
と
す
る
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
全
く
無
効
の
も
の
と
し
な
い
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ

う
。
し
か
る
に
、
被
告
に
お
い
て
は
元
金
及
び
制
限
内
の
利
息
を
支
払
う
べ
き
義
務
あ
る
こ
と
を
自
認
し
た
の
で
は
な
い
か
。
被
告
が
も
し

こ
の
契
約
を
も
っ
て
分
割
で
き
な
い
も
の
と
す
る
と
同
時
に
制
限
外
の
利
息
だ
け
を
差
し
引
こ
う
と
す
る
の
は
自
家
撞
着
の
議
論
で
あ
る
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

二　

不
適
法
の
契
約
は
全
く
無
効
で
あ
る
と
い
え
ど
も
、
こ
れ
を
履
行
し
た
後
の
結
果
は
全
く
有
効
の
も
の
と
す
る
。
無
効
の
契
約
と
は

法
律
上
契
約
の
効
力
な
し
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
全
く
訴
権
を
生
ず
る
こ
と
な
く
、
た
と
い
約
束
に
違
背
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
裁
判
所
へ

出
訴
し
て
こ
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
原
告
被
告
双
方
共
に
同
等
の
非
行
が
あ
っ
た
と
き
は
、
被
告
の
地
位
は
原
告

の
地
位
に
勝
る
と
い
う
法
律
上
の
格
言
が
あ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
格
言
の
意
味
は
、
原
告
よ
り
も
被
告
の
ほ
う
を
保
護
す
べ
し
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
が
、
裁
判
所
に
お
い
て
原
告
の
訴
訟
を
受
理
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
本
日
の
問
題
の
場
合
に
お
い
て
、

　
（
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被
告
が
も
し
約
束
に
違
背
し
、
制
限
以
上
の
利
息
を
支
払
わ
な
い
と
き
は
、
元
金
及
び
制
限
内
の
利
息
と
共
に
こ
れ
を
訴
求
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
し
か
れ
ど
も
、
被
告
に
お
い
て
す
で
に
制
限
以
上
の
利
息
を
払
い
渡
し
た
と
き
は
、
そ
の
後
に
至
っ
て
こ
れ
を
取
り
戻
し
、
ま
た

は
差
引
し
よ
う
と
し
て
も
で
き
な
い
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
無
効
の
契
約
と
い
え
ど
も
随
意
に
こ
れ
を
履
行
し
金
銭
を
払
い
渡
し
、
又
は
物

品
を
交
付
し
た
と
き
は
こ
れ
を
も
っ
て
法
律
上
贈
与
と
同
視
す
る
か
ら
で
あ
る
。
お
よ
そ
事
実
の
錯
誤
に
よ
っ
て
金
銭
を
支
払
っ
た
と
き
は

こ
れ
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
ど
も
十
分
に
事
実
を
知
り
な
が
ら
任
意
の
支
払
を
な
し
た
と
き
は
、
支
払
の
義
務
が
な
い
と
き
と

い
え
ど
も
、
な
お
こ
れ
を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
、
そ
う
で
な
い
と
き
は
贈
与
と
称
す
べ
き
も
の
が
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

本
題
の
被
告
が
制
限
以
上
の
利
息
を
支
払
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
贈
与
と
み
な
さ
ず
し
て
、
こ
れ
を
取
り
戻
し
う
べ
き
も
の
と
す
る
と
き

は
、
不
適
法
に
し
て
無
効
の
契
約
を
取
り
結
ん
だ
一
方
の
相
手
を
保
護
す
る
結
果
を
来
た
す
で
あ
ろ
う
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
不
都
合
が

あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
被
告
の
要
求
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
が
な
お
一
つ
あ
る
。
本
邦
現
今
の
有
様
で
は
、
法
律
上
制
限

利
息
に
満
足
し
て
金
銭
を
貸
与
す
る
者
は
少
な
い
。
ゆ
え
に
制
限
以
上
の
利
息
を
払
い
込
ん
で
金
銭
を
借
用
す
る
者
が
、
も
し
こ
れ
を
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
と
き
は
、
借
主
よ
り
貸
主
に
対
し
て
詐
欺
に
類
す
る
所
業
を
な
す
こ
と
を
容
易
な
ら
し
む
る
傾
向
が
あ

る
。
ど
う
し
て
裁
判
所
が
詐
欺
を
行
う
こ
と
を
幇
助
す
る
こ
と
を
す
る
だ
ろ
う
か
。
立
法
者
が
も
し
利
息
の
制
限
を
設
け
よ
う
と
す
る
な
ら

ば
、
制
限
以
上
の
利
息
を
支
払
う
べ
き
約
束
を
無
効
の
も
の
と
し
、
裁
判
上
あ
え
て
こ
れ
を
保
護
せ
ず
、
人
民
の
自
由
に
任
し
お
い
て
よ
い
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
利
息
制
限
法
の
第
二
条
に
「
各
制
限
に
ま
で
引
き
直
さ
せ
る
べ
し
」
と
あ
る
は
制
限
以
上
の
利
息
を
約
す
る
こ
と
も

無
効
で
あ
っ
て
、
裁
判
上
に
お
い
て
は
こ
れ
を
支
払
わ
し
め
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
既
に
支
払
っ
た
も
の
と
い
え
ど
も
制
限

以
上
の
利
息
は
払
い
戻
さ
し
め
、
ま
た
は
元
金
よ
り
差
し
引
き
を
な
さ
し
め
る
べ
し
と
の
意
味
で
は
な
い
と
私
は
解
す
る
。

　

次
に
、
第
五
席
と
し
て
馬
場
愿
治（

55
）が

登
場
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る（

56
）。

　
（
一
二
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私
は
、
乙
の
論
旨
に
賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
簡
単
に
こ
れ
を
弁
論
し
よ
う
。
そ
も
そ
も
わ
が
国
の
利
息
制
限
法
は
、
あ
な
が
ち
人
民
相

互
に
高
利
の
貸
借
を
な
し
、
相
互
に
こ
れ
を
履
行
す
る
こ
と
を
禁
制
し
た
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
そ
の
制
限
を
超
過
し
た
部
分
は
裁
判
所
に

お
い
て
こ
れ
に
公
力
を
付
与
し
履
行
さ
せ
な
い
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
。
ゆ
え
に
、
も
し
乙
が
元
金
と
高
利
と
を
併
せ
て
全
く
こ
れ
を
甲
に
返

還
し
た
と
き
は
乙
に
お
い
て
は
勿
論
訴
訟
を
起
こ
し
高
利
の
分
を
償
還
請
求
す
る
権
利
は
な
い
と
い
え
ど
も
、
本
問
題
は
、
乙
が
高
利
を
払

い
込
ん
だ
が
い
ま
だ
元
金
を
返
済
し
な
い
の
で
、
甲
が
こ
れ
を
訴
求
し
た
場
合
で
あ
る
か
ら
、
今
仮
に
甲
の
説
の
よ
う
に
既
に
払
い
込
ん
だ

制
限
外
の
利
息
を
引
き
去
ら
ず
し
て
、
元
金
の
全
額
を
返
済
さ
せ
る
よ
う
な
判
決
を
下
す
と
す
る
と
き
は
、
要
す
る
に
、
裁
判
所
に
お
い
て

公
力
を
も
っ
て
高
利
の
契
約
を
そ
の
ま
ま
履
行
さ
せ
た
と
い
う
結
果
を
生
ず
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
元
金
が
あ
っ
て
、
而

し
て
後
利
息
を
生
ず
る
。
元
利
金
は
甲
が
金
員
を
乙
に
貸
与
し
た
一
つ
の
報
酬
（
コ
ン
シ
ダ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
で
あ
り
、
性
質
上
分
離
で
き
な

い
こ
と
を
も
っ
て
、
乙
が
既
に
払
い
込
ん
だ
高
利
の
分
を
差
し
引
か
ず
に
元
金
を
返
済
さ
せ
る
の
は
、
す
な
わ
ち
公
力
を
も
っ
て
間
接
に
高

利
の
契
約
を
履
行
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
然
る
に
わ
が
国
の
法
律
は
、
既
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
人
民
相
互
に
高
利
の
契
約
を
履
行
す
る
に

関
与
せ
ず
と
い
え
ど
も
、
こ
れ
に
裁
判
所
の
公
力
を
付
与
し
執
行
さ
せ
な
い
こ
と
を
ど
う
す
る
の
か
。
要
す
る
に
、
人
民
相
互
に
高
利
の
契

約
を
履
行
し
終
わ
っ
た
と
き
は
、
裁
判
所
は
こ
れ
に
干
渉
す
る
限
り
で
は
な
い
と
い
え
ど
も
、
本
問
題
の
よ
う
に
た
だ
高
利
の
み
を
払
い
込

み
、
い
ま
だ
元
金
を
返
済
し
て
い
な
い
か
、
も
し
く
は
元
金
の
み
を
返
済
し
て
い
ま
だ
利
息
を
払
い
込
ん
で
い
な
い
か
、
た
だ
一
部
を
履
行

し
た
の
み
で
、
い
ま
だ
全
部
を
履
行
し
終
わ
っ
て
い
な
い
と
き
は
、
裁
判
所
に
お
い
て
は
高
利
の
分
を
元
金
よ
り
引
き
去
り
、
も
し
く
は
制

限
に
ま
で
引
き
直
さ
せ
る
べ
き
も
の
と
す
る
。
以
上
は
わ
が
国
の
法
律
の
精
神
よ
り
特
に
観
察
し
て
論
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
か
つ
、
こ
れ

を
法
律
一
般
の
原
則
に
照
ら
し
て
論
ず
る
と
し
て
も
な
お
同
一
の
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

お
よ
そ
人
民
相
互
に
不
法
の
契
約
を
結
び
す
で
に
こ
れ
を
履
行
し
終
わ
っ
た
と
き
は
、
裁
判
所
に
お
い
て
は
あ
え
て
こ
れ
に
干
渉
せ
ず
と

し
て
も
、
い
ま
だ
全
く
こ
れ
を
履
行
せ
ず
し
て
た
だ
そ
の
一
部
分
を
履
行
し
た
と
き
は
、
裁
判
所
に
お
い
て
訴
え
を
待
っ
て
、
こ
れ
に
関
与

　
（
一
二
五
五
）
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し
、
そ
の
当
初
の
有
様
に
復
せ
し
む
る
の
は
法
律
一
般
の
原
則
で
あ
る
。
本
問
題
に
お
い
て
、
甲
乙
間
の
高
利
の
契
約
は
い
わ
ゆ
る
不
法
の

契
約
で
あ
る
か
ら
、
勿
論
こ
の
原
則
を
適
用
す
べ
き
も
の
と
す
る
。
而
し
て
甲
乙
は
既
に
論
じ
た
よ
う
に
、
た
だ
そ
の
一
部
を
履
行
し
終
わ

っ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
裁
判
所
に
お
い
て
は
乙
の
答
弁
の
よ
う
に
元
金
よ
り
高
利
の
分
を
引
き
去
ら
せ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。

　

あ
る
論
者
は
高
利
金
の
貸
借
は
わ
が
国
法
律
に
お
い
て
全
く
不
法
で
あ
る
の
で
は
な
い
、
そ
の
不
法
で
あ
る
の
は
た
だ
利
息
の
制
限
を
超

過
し
た
部
分
の
み
で
あ
る
。
ゆ
え
に
本
問
題
に
お
い
て
、
乙
は
既
に
高
利
を
払
い
込
ん
だ
の
で
、
不
法
の
契
約
は
既
に
全
く
履
行
を
遂
げ
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
が
、
こ
れ
は
大
い
な
る
誤
解
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
高
利
金
貸
借
の
契
約
は
も
と
よ
り
不
可
分
一
個
の

契
約
で
あ
り
こ
れ
を
分
離
し
て
こ
の
部
分
は
適
法
の
契
約
で
あ
る
、
か
の
部
分
は
不
法
の
契
約
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ

る
。

　

こ
れ
は
私
が
乙
論
者
に
賛
成
す
る
理
由
の
概
略
で
あ
る
。

　

次
に
第
六
席
と
し
て
、
再
び
中
橋
徳
五
郎
が
登
場
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る（

57
）。

　

先
ほ
ど
よ
り
反
対
論
者
の
論
述
す
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
た
だ
本
問
題
の
契
約
が
法
律
規
則
に
抵
触
し
た
こ
と
を
も
っ
て
一
概
に
そ
の
超

過
利
息
を
無
効
で
あ
る
と
い
う
が
、
こ
れ
は
立
法
者
の
精
神
を
知
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
立
法
者
が
法
律
を
制
定
す
る
に
当
た
り
常
に
全

く
そ
の
契
約
を
無
効
に
し
て
成
立
し
な
い
も
の
と
す
る
も
の
と
、
そ
の
契
約
の
一
部
を
無
効
と
し
一
部
を
保
護
す
る
も
の
と
、
少
し
も
そ
の

契
約
の
成
立
を
認
め
ず
別
に
罰
金
を
科
す
る
も
の
と
の
区
別
が
あ
る
の
を
解
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
区
別
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
た
な
ら
ば
本
問
題
の
契
約
は
第
二
に
属
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
第
一
の
場
合
に
お
け
る
契
約
の
よ
う
に
た
だ
法
律
規
則
に
抵
触
す
る
の

一
事
を
も
っ
て
契
約
の
一
部
す
な
わ
ち
制
限
法
に
抵
触
す
る
部
分
と
い
え
ど
も
全
く
無
効
と
な
ら
な
い
こ
と
を
会
得
し
た
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ

　
（
一
二
五
六
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な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
、
立
法
者
の
精
神
は
、
裁
判
上
こ
れ
を
保
護
し
な
い
の
み
で
あ
っ
て
、
契
約
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
先
程
よ
り
反
対
論
者
の
議
論
を
聞
く
に
あ
た
っ
て
、
制
限
法
の
解
釈
に
わ
た
り
裁
判
上
の
三
字
に
注
目
し
た
も
の
は
た

だ
一
人
の
み
で
あ
る
。
も
し
反
対
論
者
で
あ
っ
て
こ
の
三
字
上
に
注
意
し
、
立
法
者
が
果
た
し
て
い
か
な
る
精
神
に
て
こ
と
さ
ら
に
こ
こ
に

こ
の
三
字
を
置
い
た
か
を
玩
味
し
た
な
ら
ば
、
必
ず
自
ら
そ
の
説
の
非
で
あ
る
こ
と
を
悟
る
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
第
七
席
と
し
て
、
再
び
戸
水
寛
人
が
登
場
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る（

58
）。

　

明
治
一
〇
年
の
布
告
は
そ
の
精
神
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う
と
、
借
主
保
護
の
一
点
に
他
な
ら
な
い
。
貸
主
に
狡
猾
な
も
の
が
い
て
、

よ
く
法
律
の
目
を
免
れ
る
こ
と
は
、
法
律
の
い
か
ん
と
も
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
狡
猾
の
人
は
よ
く
法
律
の
目
を
免
れ
、
愚
蒙
の
者
は

し
ば
し
ば
法
律
の
網
に
か
か
る
。
こ
れ
は
古
今
の
常
態
で
あ
る
。
し
か
れ
ど
も
、
愚
蒙
の
者
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
一
旦
法
律
の
網
に
か
か

っ
た
以
上
は
法
律
の
処
分
を
受
け
る
べ
き
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。
も
し
、
利
息
制
限
法
が
な
け
れ
ば
す
な
わ
ち
そ
う
い
う
こ
と
は
な
く
な

る
で
あ
ろ
う
が
、
い
や
し
く
も
こ
の
法
が
存
す
る
以
上
は
必
ず
こ
の
法
を
破
る
べ
き
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
高
橋
法
学
士
は
、
博
打
の
こ
と
な
ど
を
引
き
合
い
に
出
し
、
被
告
に
駁
撃
を
試
み
ら
れ
た
が
、
彼
の
論
は
、
法
禁
と
無
効
と
の
区

別
を
知
ら
な
い
論
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
先
に
甲
主
論
者
は
不
法
の
契
約
を
大
別
し
て
三
種
と
さ
れ
た
こ
と
は
賛
成
で
あ
る
が
、
今
回
の
契

約
は
結
約
者
の
一
方
を
保
護
す
る
た
め
に
設
け
た
法
律
を
破
る
契
約
で
あ
る
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
第
二
種
の
契
約
で
あ
る
。
し
か
る
に
高
橋
君

は
こ
れ
を
も
っ
て
第
一
種
の
契
約
と
し
て
お
り
、
博
打
の
こ
と
な
ど
は
第
一
種
の
契
約
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
他
高
橋
君
の
提
示
さ
れ
た
例

は
皆
第
一
種
の
契
約
で
あ
り
、
今
回
の
契
約
と
は
甚
だ
異
な
る
。
第
一
種
と
第
二
種
と
を
混
同
し
な
い
で
ほ
し
い
。
法
禁
と
無
効
と
を
混
同

し
な
い
で
ほ
し
い
。

　
（
一
二
五
七
）
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以
上
の
議
論
の
後
、
議
決
が
行
わ
れ
た
。
甲
を
是
と
す
る
者
が
二
九
名
、
乙
を
是
と
す
る
者
が
二
二
名
で
あ
り
、
多
数
決
に
よ
り
、
乙
は

制
限
超
過
部
分
を
元
金
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
た（

59
）。

　

戸
水
は
、「
裁
判
上
無
効
」
の
解
釈
と
し
て
、「
お
よ
そ
法
律
は
こ
の
よ
う
な
二
字
や
三
字
に
拘
泥
し
て
解
釈
を
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、

必
ず
法
律
の
全
体
を
見
て
解
釈
を
下
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
論
理
解
釈
・
体
系
的
解
釈
を
行
う
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
ま
た
、

戸
水
の
議
論
の
う
ち
、
消
費
貸
借
契
約
を
不
可
分
の
契
約
と
解
し
て
い
る
点
は
承
服
で
き
な
い
が
、
制
限
超
過
利
息
を
元
本
に
充
当
す
る
こ

と
を
認
め
る
と
い
う
立
場
は
、
周
知
の
よ
う
に
そ
の
後
判
例
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
、
法
学
協
会
の
討
論
の
採
決
と
は
反
対
の
結
果
に
な
っ
て

い
る
。

お
わ
り
に

　

戸
水
は
、『
過
失
論
』、『
物
権
ト
債
権
』、『
手
附
』
に
お
い
て
、
外
国
法
を
参
照
し
、
日
本
民
法
を
批
判
的
に
検
討
し
て
い
る
。
前
稿
「
戸

水
寛
人
の
民
法
学
―
土
地
利
用
権
に
関
す
る
研
究
に
焦
点
を
当
て
て
―
」
で
紹
介
し
た
よ
う
な
外
国
法
の
視
点
か
ら
日
本
民
法
を
批
判
す
る

と
い
う
ス
タ
ン
ス
は
異
な
ら
な
い
が
、
法
社
会
学
的
な
手
法
は
影
を
潜
め
て
い
る
。
テ
ー
マ
と
の
関
係
上
、
や
む
を
得
な
い
と
も
思
わ
れ
る

が
、
手
附
に
関
し
て
は
実
態
調
査
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

制
限
超
過
利
息
に
関
す
る
法
学
協
会
の
討
論
は
、
そ
の
よ
う
な
討
論
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
自
体
が
興
味
深
い
が
、
当
時
の
判
例
は
制
限

超
過
利
息
の
元
本
充
当
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
処
理
し
て
い
た
の
か
、
議
論
の
中
で
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

以
上
で
、
戸
水
寛
人
の
民
法
学
に
関
す
る
検
討
を
ひ
と
ま
ず
終
え
る
。
彼
に
は
多
く
の
法
哲
学
、
法
思
想
史
に
関
す
る
論
文
も
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
検
討
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し
た
い
。

　
（
一
二
五
八
）
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（
1
）　

同
志
社
法
学
三
二
九
号
一
〜
四
五
頁
。
戸
水
寛
人
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、
同
志
社
法
学
三
二
九
号
四
一
頁
参
照
。

（
2
）　

同
志
社
法
学
三
二
九
号
四
〇
頁
。

（
3
）　

戸
水
寛
人
『
過
失
論
』（
有
斐
閣
、
一
八
九
九
年
）。

（
4
）　

戸
水
・
前
掲
注
（
3
）
序
一
頁
。

（
5
）　

戸
水
・
前
掲
注
（
3
）
一
〜
六
頁
。

（
6
）　

戸
水
・
前
掲
注
（
3
）
六
〜
八
頁
。

（
7
）　

戸
水
・
前
掲
注
（
3
）
八
〜
一
三
頁
。

（
8
）　

戸
水
・
前
掲
注
（
3
）
一
三
頁
。

（
9
）　

戸
水
・
前
掲
注
（
3
）
一
三
〜
一
五
頁
。

（
10
）　

戸
水
・
前
掲
注
（
3
）
一
五
〜
一
七
頁
。

（
11
）　

戸
水
・
前
掲
注
（
3
）
一
七
〜
二
一
頁
。

（
12
）　
「
通
常
の
注
意
。
通
常
の
技
能
、
能
力
を
も
つ
人
が
同
様
の
業
務
、
行
為
に
当
た
っ
て
、
そ
の
情
況
の
も
と
で
通
常
払
う
べ
き
程
度
の
注
意
を
い
う
。『
相
当
の
注
意
』

（due care

あ
る
い
はreasonable care

）
と
同
義
」（
田
中
英
夫
編
『
英
米
法
辞
典
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
）
六
一
〇
頁
）。「
過
失
の
有
無
を
決
定
す
る

た
め
の
基
準
で
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
、
要
求
さ
れ
て
い
る
注
意
の
程
度
。
通
常
人
が
そ
の
業
務
の
遂
行
に
当
た
り
、
そ
の
者
ま
た
は
他
人
の
生
命
・
財
産
を
損
な
わ

な
い
た
め
に
行
う
注
意
の
程
度
を
さ
す
。
注
意
の
程
度
は
相
対
的
な
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
な
事
件
に
お
い
て
、
通
常
の
注
意
が
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
証
拠
上

現
わ
れ
た
そ
の
事
件
を
と
り
ま
く
す
べ
て
の
状
況
を
考
慮
し
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
鴻
常
夫
・
北
沢
正
啓
編
修
『
英
米
商
事
法
辞
典
﹇
新
版
﹈』（
商
事
法
務

研
究
会
、
一
九
九
八
年
）
六
七
〇
頁
﹇
南
敏
文
執
筆
﹈）。

（
13
）　
「
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
。（
私
法
上
の
）
過
失
。
過
失
と
い
う
不
法
行
為
。
不
法
行
為
の
一
類
型
。Intentional torts

（
故
意
に
よ
る
不
法
行
為
）、strict liability

（
厳

格
責
任
）
と
並
ん
で
不
法
行
為
責
任
を
基
礎
づ
け
る
原
則
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
通
常
人
が
払
う
べ
き
注
意
を
怠
る
こ
と
に
よ
り
損
害
を
惹
起
し
た
場
合
に
、
行
為
者

は
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
る
。N

egligence

と
い
う
不
法
行
為
の
成
立
要
件
は
、
行
為
者
が
あ
る
情
況
の
も
と
で
（
1
）
相
当
の
注
意
義
務
（duty of due care

）
を

負
い
な
が
ら
、（
2
）
そ
の
注
意
義
務
に
違
反
（breach of duty

）
し
、（
3
）
そ
れ
が
原
因
（causation

）
と
な
っ
て
、（
4
）
損
害
（dam

age

）
が
生
じ
る
こ
と

で
あ
る
。
行
為
者
に
求
め
ら
れ
る
相
当
の
注
意
と
は
、
そ
の
情
況
に
お
か
れ
た
通
常
人
（reasonable m

an

）
が
払
う
で
あ
ろ
う
注
意
で
あ
り
、
行
為
者
の
主
観
的
な

　
（
一
二
五
九
）
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志
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六
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巻
四
号

注
意
の
程
度
で
は
な
く
、
客
観
的
に
求
め
ら
れ
る
基
準
で
あ
る
。
注
意
義
務
は
、
そ
の
行
為
に
よ
る
危
険
の
及
ぶ
こ
と
が
通
常
予
見
さ
れ
る
範
囲
の
他
人
に
対
し
て

生
じ
る
。
注
意
義
務
の
違
反
と
は
、
行
為
者
が
そ
の
行
為
ま
た
は
不
作
為
に
よ
っ
て
、
他
人
を
不
合
理
な
被
害
の
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
で
あ
る
。
行
為
者
の
行
為
・

不
作
為
、
他
人
に
対
す
る
相
当
の
注
意
義
務
、
他
人
に
不
合
理
な
被
害
の
危
険
を
生
じ
る
注
意
義
務
違
反
と
い
う
3
要
素
が
、
過
失
あ
る
行
為
（negligent act

）
を

構
成
す
る
と
さ
れ
る
」（
田
中
・
前
掲
注
（
12
）
五
八
〇
頁
）。「
通
常
の
者
が
同
様
の
状
況
の
も
と
で
な
し
た
で
あ
ろ
う
注
意
を
払
わ
な
い
こ
と
。
通
常
の
注
意
力
を

も
つ
者
な
ら
ば
同
様
の
事
情
の
も
と
で
行
わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
行
為
を
行
い
、
ま
た
は
行
っ
た
で
あ
ろ
う
行
為
を
行
わ
な
い
こ
と
。
過
失
に
よ
り
民
事
責
任
と
刑

事
責
任
が
生
じ
う
る
」（
鴻
常
夫
・
北
沢
正
啓
・
前
掲
注
（
12
）
六
三
五
頁
（
南
敏
文
執
筆
））。

（
14
）　
「
重
大
な
過
失
。
他
人
の
権
利
を
侵
害
し
な
い
と
い
う
法
的
義
務
の
無
視
あ
る
い
は
重
大
な
違
反
。
重
大
な
被
害
が
他
人
に
及
ぶ
こ
と
を
予
見
で
き
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
注
意
を
払
わ
ず
に
行
為
し
、
被
害
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の
行
為
者
に
は
重
大
な
過
失
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
わ
ず
か
な
注
意
を
払
う
こ
と
を
怠
り
、
不
注
意
の

度
合
が
大
き
い
点
で
、
通
常
の
過
失
と
区
別
さ
れ
る
」（
田
中
・
前
掲
注
（
12
）
三
九
三
頁
）。

（
15
）　
「
軽
過
失
。
き
わ
め
て
優
れ
た
注
意
力
と
判
断
力
を
も
つ
人
で
あ
れ
ば
、
そ
の
情
況
の
も
と
で
払
う
で
あ
ろ
う
注
意
の
程
度
を
欠
く
こ
と
。
通
常
人
に
は
そ
こ
ま
で

の
程
度
の
注
意
は
求
め
ら
れ
ず
、
こ
れ
を
欠
い
て
も
法
的
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
」（
田
中
・
前
掲
注
（
12
）
七
八
七
頁
）「
軽
過
失
。
と
く
に
注
意
力
の
あ
る

人
の
払
う
べ
き
注
意
と
慎
重
さ
を
欠
く
こ
と
。
不
法
行
為
法
に
お
い
て
、
特
別
の
注
意
義
務
を
要
求
さ
れ
て
い
る
運
送
業
者
等
の
過
失
の
有
無
を
判
断
す
る
の
に
用

い
ら
れ
、
軽
過
失
が
あ
れ
ば
、
損
害
賠
償
の
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
」（
鴻
常
夫
・
北
沢
正
啓
・
前
掲
注
（
12
）
六
三
五
頁
（
松
本
啓
二
執
筆
））。

（
16
）　
「
通
常
人
。
合
理
人
。
不
法
行
為
法
な
い
し
刑
法
に
お
い
て
、
行
為
者
の
有
責
性
を
判
定
す
る
た
め
の
基
準
と
さ
れ
る
仮
定
の
人
物
。
平
均
的
な
注
意
力
、
行
動
力
、

判
断
力
を
も
っ
て
行
為
す
る
人
物
で
、
例
え
ば
、
あ
る
行
為
者
が
そ
の
情
況
の
も
と
で
通
常
人
の
払
う
注
意
を
怠
っ
た
か
ど
う
か
（
過
失
の
有
無
）
を
判
定
す
る
場

合
に
基
準
と
さ
れ
る
。R
easonable m

an

は
、
常
に
こ
の
よ
う
な
注
意
を
払
っ
て
い
る
点
で
、
時
に
基
準
以
下
の
行
為
を
す
る
こ
と
の
あ
る
「
通
常
人
」
と
厳
密
に

は
異
な
る
と
さ
れ
る
」（
田
中
・
前
掲
注
（
12
）
六
九
九
頁
）。

（
17
）　

戸
水
・
前
掲
注
（
3
）
二
一
〜
二
二
頁
。

（
18
）　

戸
水
・
前
掲
注
（
3
）
二
二
〜
二
七
頁
。

（
19
）　

戸
水
・
前
掲
注
（
3
）
二
八
〜
三
三
頁
。

（
20
）　

戸
水
・
前
掲
注
（
3
）
三
三
〜
三
五
頁
。

（
21
）　

戸
水
寛
人
『
物
権
ト
債
権
』（
有
斐
閣
、
一
九
〇
〇
年
）。

（
22
）　

戸
水
・
前
掲
注
（
21
）
二
頁
。

　
（
一
二
六
〇
）
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（
23
）　

戸
水
・
前
掲
注
（
21
）
二
〜
三
頁
。

（
24
）　

戸
水
・
前
掲
注
（
21
）
三
頁
。

（
25
）　

戸
水
・
前
掲
注
（
21
）
一
四
頁
。

（
26
）　

戸
水
・
前
掲
注
（
21
）
一
四
頁
。

（
27
）　

戸
水
・
前
掲
注
（
21
）
一
四
〜
一
五
頁
。

（
28
）　

戸
水
・
前
掲
注
（
21
）
一
五
〜
一
八
頁
。

（
29
）　

戸
水
・
前
掲
注
（
21
）
一
八
〜
一
九
頁
。

（
30
）　

戸
水
・
前
掲
注
（
21
）
二
一
頁
。

（
31
）　

戸
水
・
前
掲
注
（
21
）
二
一
頁
。

（
32
）　

戸
水
・
前
掲
注
（
21
）
二
一
〜
二
六
頁
。

（
33
）　

加
藤
雅
信
編
修
代
表
『
民
法
学
説
百
年
史
』（
三
省
堂
、
一
九
九
九
年
）
三
二
二
頁
（
池
田
眞
朗
執
筆
）。

（
34
）　

戸
水
寛
人
『
手
附
』（
有
斐
閣
、
一
八
九
九
年
）。

（
35
）　

戸
水
・
前
掲
注
（
34
）
一
〜
二
頁
。

（
36
）　
「
手
付
け
。
手
付
金
。
大
陸
法
と
異
な
り
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
い
て
は
、
手
付
け
は
代
金
の
一
部
支
払
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
割
賦
支
払
と
は
違
い
、
契
約
違
反

の
場
合
に
は
没
収
さ
れ
、
払
戻
し
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
手
付
け
は
、
契
約
の
成
立
を
確
認
す
る
し
る
し
、
あ
る
い
は
履
行
確
約
の
表
明
と
し
て
支
払
わ
れ
る
」（
田
中
・

前
掲
注
（
12
）
二
八
五
頁
）。「
手
付
け
、
手
付
金
。
売
買
契
約
締
結
の
際
、
契
約
を
誠
実
に
締
結
し
、
契
約
に
拘
束
さ
れ
て
そ
の
債
務
を
履
行
す
る
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
、
交
付
す
る
金
ま
た
は
物
。
支
払
義
務
の
一
部
履
行
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
契
約
条
項
中
に
は
、
し
ば
し
ば
、
手
付
金
は
、
買
主
が
債
務
を
履
行
し

な
い
と
き
没
収
す
る
旨
の
規
定
が
設
け
ら
れ
る
」（
鴻
常
夫
・
北
沢
正
啓
・
前
掲
注
（
12
）
三
一
八
頁
﹇
南
敏
文
執
筆
﹈）。

（
37
）　
「
一
部
弁
済
。
一
部
支
払
。
債
務
の
全
部
で
は
な
く
、
一
部
を
支
払
う
こ
と
。
そ
の
金
額
だ
け
債
務
が
減
少
す
る
効
果
の
ほ
か
、
債
務
の
残
額
に
つ
い
てstatute of 

lim
itations

（
出
訴
期
限
）
の
進
行
を
中
断
す
る
効
果
を
も
つ
。
さ
ら
に
、part perform

ance

（
一
部
履
行
）
の
一
形
態
と
し
て
、
方
式
を
欠
く
契
約
を
、
裁
判
上

の
救
済
を
得
ら
れ
る
も
の
と
す
る
効
果
も
有
す
る
。
な
お
、rule of partial paym

ent
（
一
部
弁
済
法
理
）
に
よ
れ
ば
、
弁
済
は
ま
ず
利
息
に
充
当
さ
れ
、
弁
済
額
が

利
息
を
超
え
る
場
合
に
は
元
本
に
充
当
さ
れ
、
そ
の
後
の
利
息
は
減
額
さ
れ
た
元
本
に
見
合
う
も
の
と
な
る
」（
田
中
・
前
掲
注
（
12
）
六
二
五
頁
）。

（
38
）　

戸
水
・
前
掲
注
（
34
）
二
〜
三
頁
。

　
（
一
二
六
一
）
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（
39
）　

戸
水
・
前
掲
注
（
34
）
三
〜
四
頁
。

（
40
）　

戸
水
・
前
掲
注
（
34
）
四
〜
八
頁
。

（
41
）　

柚
木
馨
・
高
木
多
喜
男
編
『
新
版
注
釈
民
法
（
14
）』（
有
斐
閣
、
一
九
九
三
年
）
一
七
四
頁
（
柚
木
馨
・
高
木
多
喜
男
執
筆
）。

（
42
）　

法
学
協
会
の
討
論
に
つ
い
て
具
体
例
を
挙
げ
て
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、小
栁
春
一
郎
「
明
治
前
期
の
民
法
学
―
法
学
協
会
に
お
け
る
設
例
討
論
を
素
材
と
し
て
―
」

水
本
浩
・
平
井
一
雄
編
『
日
本
民
法
学
史
・
通
史
』（
信
山
社
、
一
九
九
七
年
）
一
一
〜
四
九
頁
参
照
。

（
43
）　

中
橋
徳
五
郎
（
一
八
六
四
年
〜
一
九
三
四
年
）
は
加
賀
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
た
。
一
八
八
六
年
東
京
大
学
法
学
部
選
科
卒
業
。
同
年
、
判
事
試
補
と
な
り
横
浜
始

審
裁
判
所
詰
。
翌
年
、
農
商
務
省
特
許
局
審
判
官
。
一
八
八
九
年
、
農
商
務
省
参
事
官
。
同
年
、
内
閣
法
制
局
参
事
官
。
一
八
九
一
年
、
逓
信
省
参
事
官
。
一
八
九
八

年
、
鉄
道
局
長
。
同
年
〜
一
九
一
四
年
、
大
阪
商
船
会
社
社
長
。
一
九
〇
九
年
〜
一
九
一
八
年
、
日
本
窒
素
肥
料
株
式
会
社
会
長
。
一
九
一
〇
年
〜
一
九
一
三
年
、
大

阪
市
議
会
議
長
。
一
九
一
二
年
、
一
九
一
六
年
〜
一
九
二
四
年
、
衆
議
院
議
員
。
一
九
一
八
年
〜
一
九
二
二
年
、
原
内
閣
、
高
橋
内
閣
の
文
部
大
臣
。
一
九
二
七
年

〜
一
九
二
九
年
、
田
中
内
閣
の
商
工
大
臣
。
一
九
二
八
年
〜
一
九
三
四
年
、
衆
議
院
議
員
。
一
九
三
一
年
〜
一
九
三
二
年
、
犬
養
内
閣
の
内
務
大
臣
（
秦
郁
彦
編
『
日

本
近
現
代
人
物
履
歴
事
典
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
三
七
四
頁
、
下
中
邦
彦
編
『
日
本
人
名
大
事
典
第
四
巻
』（
平
凡
社
、
一
九
三
七
年
、
一
九
七
九
年

覆
刻
版
）
五
七
五
〜
五
七
六
頁
に
よ
る
）。

（
44
）　
「
討
論
筆
記
」
法
学
協
会
雑
誌
二
一
号
一
〜
八
頁
。

（
45
）　
「
不
完
全
債
権
債
務
関
係
。C

harities

（
慈
善
行
為
）、gratitude

（
贈
与
約
束
）、Statute of F

rauds

（
詐
欺
防
止
法
）
の
要
求
す
る
書
面
の
な
い
約
束
、statute 

of lim
itations

（
出
訴
期
限
法
）
上
の
出
訴
期
限
を
経
過
し
た
約
束
等
、
法
的
に
強
制
し
え
な
い
債
権
債
務
関
係
を
い
う
」（
田
中
・
前
掲
注
（
12
）
四
二
七
頁
）。「
不

完
全
債
権
、
不
完
全
債
務
。
詐
欺
防
止
法
（statute of fraud
）
の
定
め
る
要
件
欠
缺
、
出
訴
期
限
（lim

itation of actions

）
終
了
、
そ
の
他
、
政
策
上
の
理
由
か
ら
、

訴
訟
に
よ
っ
て
強
制
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
債
権
で
あ
っ
て
、
そ
の
履
行
が
債
務
者
の
意
思
と
良
心
の
み
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
も
の
」（
鴻
常
夫
・
北
沢
正
啓
・
前

掲
注
（
12
）
四
六
〇
頁
﹇
曽
野
和
明
執
筆
﹈）。

（
46
）　
「
討
論
筆
記
」
法
学
協
会
雑
誌
二
一
号
九
〜
二
〇
頁
。

（
47
）　

英
米
法
上
のconsideration

。
通
常
、
約
因
と
訳
さ
れ
る
。「C

onsideration
は
、
契
約
を
構
成
す
る
約
束
に
拘
束
力
を
与
え
る
根
拠
で
あ
っ
て
、prom

isor

（
約

束
者
）
に
生
じ
た
権
利
も
し
く
は
利
益
、
ま
た
はprom

isee

（
受
約
者
）
が
与
え
、
被
り
も
し
く
は
引
き
受
け
た
不
作
為
、
損
失
、
も
し
く
は
責
任
で
あ
る
」（
田
中
・

前
掲
注
（
12
）
一
八
三
頁
）。「
契
約
法
上
、
一
方
の
約
束
に
対
す
る
他
方
の
反
対
給
付
ま
た
は
反
対
給
付
の
約
束
。
契
約
の
有
効
要
件
と
し
て
、
英
米
法
は
約
因
の

存
在
を
要
求
し
、
贈
与
等
の
約
因
の
な
い
約
束
を
法
的
に
保
護
し
な
い
。
か
か
る
約
因
の
ル
ー
ル
が
広
く
適
用
さ
れ
た
結
果
、
い
く
つ
か
の
実
際
上
の
不
都
合
が
生

　
（
一
二
六
二
）



続
・
戸
水
寛
人
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法
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一
一
三

同
志
社
法
学　

六
一
巻
四
号

じ
た
た
め
約
因
制
度
廃
止
論
が
か
つ
て
主
張
さ
れ
、
ま
た
、
約
因
は
少
額
の
名
目
的
反
対
給
付
で
も
よ
い
た
め
、
約
因
は
一
つ
のform

（
方
式
）
の
要
求
に
す
ぎ
な

い
と
い
わ
れ
た
り
も
し
て
き
た
。
し
か
し
現
在
で
は
、
そ
れ
ら
は
例
外
的
事
象
で
あ
り
、
約
因
の
核
心
はbargain

す
な
わ
ち
売
買
、
交
換
で
あ
り
、
約
因
は
有
償
契

約
の
法
的
保
護
の
た
め
の
制
度
と
し
て
重
要
な
機
能
を
果
た
し
て
き
た
、と
主
張
す
る
い
わ
ゆ
る
「
約
因
のbargain

理
論
」
が
有
力
に
と
な
え
ら
れ
て
い
る
（
鴻
常
夫
・

北
沢
正
啓
・
前
掲
注
（
12
）
二
〇
五
頁
﹇
安
藤
次
男
執
筆
﹈）」。

（
48
）　

フ
ラ
ン
ス
法
上
のcause

。
原
因
あ
る
い
は
コ
ー
ズ
と
呼
ば
れ
る
。「
債
権
法
に
お
い
て
、
債
務
者
の
『
債
務
の
直
接
的
な
理
由
』
で
あ
り
、
そ
の
存
在
お
よ
び
合

法
性
は
契
約
の
有
効
要
件
の
一
つ
を
構
成
す
る
（
民
一
一
〇
八
条
、
一
一
三
一
〜
一
一
三
三
条
）」（
山
口
俊
夫
編
『
フ
ラ
ン
ス
法
辞
典
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
一
年
）
六
九
頁
）。「
債
務
法
に
お
い
て
、
債
務
者
の
債
務
のcause

と
は
、
そ
の
者
が
債
務
を
負
っ
た
即
時
か
つ
直
接
の
目
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
定
義
さ

れ
る
コ
ー
ズ
は
、「
動
機
」﹇m

otif

﹈、
つ
ま
り
人
的
、
主
観
的
そ
し
て
遠
隔
的
な
縁
由
﹇m

obile

﹈
と
対
照
を
な
す
。
コ
ー
ズ
は
、
こ
れ
と
は
異
な
り
、
客
観
的
で
あ
る
。

コ
ー
ズ
は
、
法
律
行
為
が
有
効
で
あ
る
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
行
為
の
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
同
一
で
あ
る
（
例
：
双
務
契
約
に
お
い
て
は
、
一
方
当
事
者
の
債
務

の
コ
ー
ズ
は
、
他
方
当
事
者
の
債
務
で
あ
る
。
無
償
行
為
に
お
い
て
は
、
コ
ー
ズ
は
、
無
償
譲
与
の
意
図
﹇intention liberale

﹈
で
あ
る
）」（
中
村
紘
一
・
新
倉
修
・

今
関
源
成
監
訳
『
フ
ラ
ン
ス
法
律
用
語
辞
典
﹇
第
2
版
﹈』（
三
省
堂
、
二
〇
〇
二
年
）
四
九
頁
）。

（
49
）　

英
米
法
上
のdivisible contract

（
可
分
契
約
）。「
契
約
で
そ
の
履
行
が
分
割
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
履
行
に
対
応
し
て
約
因
（consideration

）
も
分
割
可

能
な
も
の
。
分
割
し
て
引
き
渡
さ
れ
る
物
品
ご
と
に
代
金
を
支
払
う
契
約
は
そ
の
例
で
あ
る
」（
田
中
・
前
掲
注
（
12
）
二
六
七
頁
）。「
契
約
に
お
け
る
双
方
当
事
者

の
債
務
が
、
そ
れ
ぞ
れ
同
数
の
数
個
の
債
務
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
相
互
に
対
価
を
な
し
て
い
る
場
合
の
契
約
。
例
え
ば
、
分
割
し
て
引
き
渡
さ
れ
る
物
品
ご
と

に
代
金
を
支
払
う
約
束
が
こ
れ
に
当
た
る
」（
鴻
・
北
沢
編
・
前
掲
注
（
12
）
三
〇
三
頁
﹇
幾
代
通
執
筆
﹈）。

（
50
）　

英
米
法
上
のindivisible contract

（
不
可
分
契
約
）。「
契
約
に
よ
り
履
行
す
べ
き
給
付
が
一
体
不
可
分
で
あ
る
契
約
を
い
う
。
こ
の
場
合
債
務
者
は
全
給
付
を
履

行
し
え
な
け
れ
ば
自
己
の
契
約
上
の
権
利
を
主
張
し
え
な
い
。
た
だ
し
こ
の
原
則
はsubstantial perform

ance

（
実
質
的
履
行
）
の
原
則
に
よ
り
緩
和
さ
れ
て
い
る
」

（
田
中
・
前
掲
注
（
12
）
四
四
一
頁
）。

（
51
）　

高
橋
捨
六
（
一
八
六
二
年
〜
一
九
一
八
年
）
は
福
井
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
た
。
一
八
八
五
年
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
卒
業
。
弁
護
士
と
な
り
、
東
京
弁
護
士

会
長
と
し
て
活
躍
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
法
律
学
院
の
創
立
に
尽
力
し
、
日
本
銀
行
、
正
金
銀
行
の
顧
問
と
な
り
、
さ
ら
に
正
金
銀
行
調
査
役
を
経
て
監
査
役
と
な
る
（
下

中
・
前
掲
注
（
43
）
四
六
頁
に
よ
る
）。

（
52
）　
「
討
論
筆
記
」
法
学
協
会
雑
誌
二
二
号
一
〜
三
頁
。

（
53
）　

土
方
寧
（
一
八
五
九
年
〜
一
九
三
九
年
）
は
高
知
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
た
。
一
八
八
二
年
、
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
。
一
八
八
三
年
、
東
京
大
学
法
学
部
助
教
授
。

　
（
一
二
六
三
）
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一
一
四

同
志
社
法
学　

六
一
巻
四
号

一
八
八
六
年
、
帝
国
大
学
法
科
大
学
助
教
授
。
一
八
八
七
年
、
英
国
留
学
。
一
八
九
〇
年
、
ミ
ド
ル
・
テ
ン
プ
ル
に
て
バ
リ
ス
タ
の
資
格
を
取
得
。
一
八
九
一
年
、
帝

国
大
学
法
科
大
学
教
授
。
同
年
、
法
学
博
士
。
一
八
九
三
年
、
民
法
第
三
講
座
担
任
。
一
九
〇
六
年
、
帝
国
学
士
院
会
員
。
一
八
八
五
年
に
は
穂
積
陳
重
、
元
田
肇

ら
と
英
吉
利
法
律
学
校
（
の
ち
の
中
央
大
学
）
の
創
立
に
参
画
し
、
同
教
授
を
兼
任
。
一
九
一
一
年
〜
一
九
一
八
年
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
長
。
門
下
よ
り
鳩

山
和
夫
、
穂
積
重
遠
な
ど
多
く
の
俊
秀
を
輩
出
し
た
。
一
九
二
二
年
〜
一
九
二
五
年
、
貴
族
院
議
員
（
秦
・
前
掲
注
（
43
）
四
二
四
頁
、
下
中
邦
彦
編
『
日
本
人
名

大
事
典　

現
代
』（
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
）
六
四
七
頁
に
よ
る
）。

（
54
）　
「
討
論
筆
記
」
法
学
協
会
雑
誌
二
二
号
三
〜
七
頁
。

（
55
）　

馬
場
愿
治
（
一
八
六
〇
年
〜
一
九
四
〇
年
）
は
福
島
県
に
生
ま
れ
た
。
一
八
八
五
年
、
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
。
東
京
・
横
浜
各
始
審
裁
判
所
判
事
、
横
浜
地
方

裁
判
所
部
長
、
東
京
控
訴
院
判
事
、
同
控
訴
院
部
長
、
浦
和
地
裁
所
長
、
函
館
・
広
島
各
控
訴
院
長
を
経
て
、
大
審
院
部
長
。
こ
の
間
、
一
八
九
九
年
、
英
米
に
留
学
。

一
九
一
八
年
、
法
学
博
士
。
一
九
二
三
年
、
弁
護
士
と
な
る
。
の
ち
、
中
央
大
学
法
学
部
教
授
、
中
央
大
学
理
事
、
同
大
学
学
長
を
務
め
た
（
下
中
・
前
掲
注
（
53
）

六
二
六
頁
に
よ
る
）。

（
56
）　
「
討
論
筆
記
」
法
学
協
会
雑
誌
二
二
号
七
〜
一
〇
頁
。

（
57
）　
「
討
論
筆
記
」
法
学
協
会
雑
誌
二
二
号
一
〇
〜
一
一
頁
。

（
58
）　
「
討
論
筆
記
」
法
学
協
会
雑
誌
二
二
号
一
一
〜
一
二
頁
。

（
59
）　
「
討
論
筆
記
」
法
学
協
会
雑
誌
二
二
号
一
二
頁
。

　
（
一
二
六
四
）


